
番号 名称 略称

2 東京書籍 東　書◆ 家庭
Ａ４

146

9 開隆堂出版 開隆堂◆ 家庭
ＡＢ

138

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

家　　　庭

平成31年

発行者

５０１

５０２

教科書の記号・番号
判型

総ページ数
検定済年
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

冊 数 発 行 者 

２冊 東書、開隆堂 

２ 学習指導要領における教科の目標等 

【家庭科の目標】 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、生活をよ 

りよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに、そ

れらに係る技能を身に付けるようにする。 

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考

えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、生活を

よりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。 

【参考： 小学校学習指導要領 「第１章 総則 第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割 」から（抜粋）】 
学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことにより，

健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体

力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の

時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関す

る活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。 

【参考：小学校学習指導要領解説 家庭編「第１章 総説 ２ 家庭科改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】 

 イ 具体的な改善事項 

(ｱ) 指導内容の示し方の改善 

家庭科，技術・家庭科家庭分野の指導内容については，次の３点から示し方を改善することが求められる。 

第一には，小・中・高等学校の内容の系統性の明確化である。児童生徒の発達を踏まえ，小・中・高等学校の各内容の接続

が見えるように，小・中学校においては，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの枠組

みに整理することが適当である。また，この枠組みは，「生活の営みに係る見方・考え方」も踏まえたものである。 

第二には，空間軸と時間軸という二つの視点からの学校段階に応じた学習対象の明確化である。空間軸の視点では，家庭，

地域，社会という空間的な広がりから，時間軸の視点では，これまでの生活，現在の生活，これからの生活，生涯を見通した

生活という時間的な広がりから学習対象を捉えて指導内容を整理することが適当である。 

第三には，学習過程を踏まえた改善である。生活の中から問題を見いだし，課題を設定し，解決方法を検討し，計画・実践，

評価・改善するという一連の学習過程を重視し，この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や，それらを活用

して思考力・判断力・表現力等の育成に係る内容について整理することが適当である。 

(ｲ) 教育内容の見直し 

今後の社会を担う子供たちには，グローバル化，少子高齢化，持続可能な社会の構築等の現代的な諸課題を適切に解決でき

る能力が求められることから，家庭科，技術・家庭科においては，学校種ごとに次のような教育内容の見直しを図ることが必

要である。 

小学校家庭科については，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの内容で構成する。

家族の一員として家庭の仕事に協力するなど，家庭生活を大切にする心情を育むための学習活動や，家族や地域の異世代の人々

と関わるなど，人とよりよく関わる力を育成するための学習活動，食育を一層推進するための食事の役割や栄養・調理に関す

る学習活動を充実する。また，消費生活や環境に配慮した生活の仕方に関する内容を充実するとともに，他の内容との関連を

図り，実践的な学習活動を一層充実する。さらに，主として衣食住の生活において，日本の生活文化の大切さに気付く学習活

動を充実する。 

学習した知識・技能を実生活で活用するために，家庭や地域と連携を図った生活の課題と実践に関する指導事項を設定する

ことや，基礎的な知識・技能を確実に身に付けるために，一部の題材を指定することも考えられる。 
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

２冊 東書、開隆堂

２ 学習指導要領における教科の目標等

【家庭科の目標】

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、生活をよ

りよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに、そ

れらに係る技能を身に付けるようにする。

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考

えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、生活を

よりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

【参考： 小学校学習指導要領 「第１章 総則 第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割 」から（抜粋）】
学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことにより，

健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体

力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の

時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関す

る活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。

【参考：小学校学習指導要領解説 家庭編「第１章 総説 ２ 家庭科改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】

イ 具体的な改善事項

(ｱ) 指導内容の示し方の改善

家庭科，技術・家庭科家庭分野の指導内容については，次の３点から示し方を改善することが求められる。

第一には，小・中・高等学校の内容の系統性の明確化である。児童生徒の発達を踏まえ，小・中・高等学校の各内容の接続

が見えるように，小・中学校においては，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの枠組

みに整理することが適当である。また，この枠組みは，「生活の営みに係る見方・考え方」も踏まえたものである。

第二には，空間軸と時間軸という二つの視点からの学校段階に応じた学習対象の明確化である。空間軸の視点では，家庭，

地域，社会という空間的な広がりから，時間軸の視点では，これまでの生活，現在の生活，これからの生活，生涯を見通した

生活という時間的な広がりから学習対象を捉えて指導内容を整理することが適当である。

第三には，学習過程を踏まえた改善である。生活の中から問題を見いだし，課題を設定し，解決方法を検討し，計画・実践，

評価・改善するという一連の学習過程を重視し，この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や，それらを活用

して思考力・判断力・表現力等の育成に係る内容について整理することが適当である。

(ｲ) 教育内容の見直し

今後の社会を担う子供たちには，グローバル化，少子高齢化，持続可能な社会の構築等の現代的な諸課題を適切に解決でき

る能力が求められることから，家庭科，技術・家庭科においては，学校種ごとに次のような教育内容の見直しを図ることが必

要である。

小学校家庭科については，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの内容で構成する。

家族の一員として家庭の仕事に協力するなど，家庭生活を大切にする心情を育むための学習活動や，家族や地域の異世代の人々

と関わるなど，人とよりよく関わる力を育成するための学習活動，食育を一層推進するための食事の役割や栄養・調理に関す

る学習活動を充実する。また，消費生活や環境に配慮した生活の仕方に関する内容を充実するとともに，他の内容との関連を

図り，実践的な学習活動を一層充実する。さらに，主として衣食住の生活において，日本の生活文化の大切さに気付く学習活

動を充実する。

学習した知識・技能を実生活で活用するために，家庭や地域と連携を図った生活の課題と実践に関する指導事項を設定する

ことや，基礎的な知識・技能を確実に身に付けるために，一部の題材を指定することも考えられる。

３ 教科書の調査研究 

（１） 内容 

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」） 

イ 調査項目の具体的な内容 

① 教科書の特徴をより明確にするため、具体的に調査研究する事項

ａ 内容区分ごとの題材名等 

ｄ 安全・衛生に関する事項 

ｅ 生活をよりよくする工夫を考えたり、説明したりする活動 

ｆ 家庭や地域等における実践化を促す課題 

ｇ 各教科等とのつながりや、発展的な内容を取り上げている箇所 

＜その他＞ 

＊性差と家族の扱い 

② 調査対象事項を設定した理由等

・家庭科については、「家族・家庭生活」、「衣食住の生活」、「消費生活・環境」に関する三つの

内容で構成されており、それぞれの内容で取り扱われている具体的な活動等について調査する。

（ａ）（調査結果は「別紙２」） 

・小学校学習指導要領解説家庭編「第３章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 実習の指導」では、

実習の指導に当たっては、「施設・設備の安全管理に配慮し、学習環境を整備するとともに、熱源

や用具、機械などの取扱いに注意して事故防止の指導を徹底すること。」とある。また、「服装を

整え、衛生に留意して用具の手入れや保管を適切に行うこと。」とあり、安全・衛生に留意し、安

全について指導の徹底が求められていることから、安全・衛生に関する事項を取り上げている箇所

について調査する。（ｄ）（調査結果は「別紙２－２」） 

・家庭科の目標では、「課題を解決する力を養う」ことが示されており、小学校学習指導要領解説家

庭編「第３章 指導計画の作成と内容の取扱い ２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項」では、

「指導に当たっては、衣食住など生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解する学習活動や、自

分の生活における課題を解決するために言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考え

たり、説明したりするなどの学習活動の充実を図ること。」とあることから、生活をよりよくする

工夫を考えたり、説明したりする学習内容が取り上げられている箇所について調査する。（ｅ）（調

査結果は「別紙２－２」）

・家庭科の目標では、「家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家

族の一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。」と示されている。また、

小学校学習指導要領解説家庭編「第３章 指導計画の作成と内容の取扱い ２ 内容の取扱いと

指導上の配慮事項」では、「家庭や地域との連携を図り、児童が身に付けた知識及び技能などを日

常生活に活用できるよう配慮すること。」とあり、家庭や地域等における実践化を促す課題を取り

調 査 研 究 事 項（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値ﾃﾞｰﾀの単位 

ａ 内容区分の量 教科の目標 ページ　％ 

ｂ 基礎的・基本的な知識及び技能の項目数 教科の目標 箇所 

ｃ 実践的・体験的な学習活動を取り上げている箇所 
教科の目標(2)(3)  
小学校学習指導要領解説家庭編「第
３章 指導計画の作成と内容の取扱
い２」 

箇所 

ｄ 安全・衛生に関する事項を取り上げている箇所 
小学校学習指導要領解説家庭編「第
３章 指導計画の作成と内容の取扱
い３」 

箇所 

ｅ 生活をよりよくする工夫を考えたり、説明したり
 する活動が取り上げられている箇所

小学校学習指導要領解説家庭編「第
３章 指導計画の作成と内容の取扱
い２」 

箇所 

ｆ 家庭や地域等における実践化を促す課題を取り
上げている箇所 箇所 

ｇ 各教科等とのつながりや、発展的な内容を取り上
げている箇所 小学校学習指導要領第１章総則 箇所 
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

２冊 東書、開隆堂

２ 学習指導要領における教科の目標等

【家庭科の目標】

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、生活をよ

りよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに、そ

れらに係る技能を身に付けるようにする。

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考

えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、生活を

よりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

【参考： 小学校学習指導要領 「第１章 総則 第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割 」から（抜粋）】
学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことにより，

健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体

力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の

時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関す

る活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。

【参考：小学校学習指導要領解説 家庭編「第１章 総説 ２ 家庭科改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】

イ 具体的な改善事項

(ｱ) 指導内容の示し方の改善

家庭科，技術・家庭科家庭分野の指導内容については，次の３点から示し方を改善することが求められる。

第一には，小・中・高等学校の内容の系統性の明確化である。児童生徒の発達を踏まえ，小・中・高等学校の各内容の接続

が見えるように，小・中学校においては，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの枠組

みに整理することが適当である。また，この枠組みは，「生活の営みに係る見方・考え方」も踏まえたものである。

第二には，空間軸と時間軸という二つの視点からの学校段階に応じた学習対象の明確化である。空間軸の視点では，家庭，

地域，社会という空間的な広がりから，時間軸の視点では，これまでの生活，現在の生活，これからの生活，生涯を見通した

生活という時間的な広がりから学習対象を捉えて指導内容を整理することが適当である。

第三には，学習過程を踏まえた改善である。生活の中から問題を見いだし，課題を設定し，解決方法を検討し，計画・実践，

評価・改善するという一連の学習過程を重視し，この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や，それらを活用

して思考力・判断力・表現力等の育成に係る内容について整理することが適当である。

(ｲ) 教育内容の見直し

今後の社会を担う子供たちには，グローバル化，少子高齢化，持続可能な社会の構築等の現代的な諸課題を適切に解決でき

る能力が求められることから，家庭科，技術・家庭科においては，学校種ごとに次のような教育内容の見直しを図ることが必

要である。

小学校家庭科については，「家族・家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの内容で構成する。

家族の一員として家庭の仕事に協力するなど，家庭生活を大切にする心情を育むための学習活動や，家族や地域の異世代の人々

と関わるなど，人とよりよく関わる力を育成するための学習活動，食育を一層推進するための食事の役割や栄養・調理に関す

る学習活動を充実する。また，消費生活や環境に配慮した生活の仕方に関する内容を充実するとともに，他の内容との関連を

図り，実践的な学習活動を一層充実する。さらに，主として衣食住の生活において，日本の生活文化の大切さに気付く学習活

動を充実する。

学習した知識・技能を実生活で活用するために，家庭や地域と連携を図った生活の課題と実践に関する指導事項を設定する

ことや，基礎的な知識・技能を確実に身に付けるために，一部の題材を指定することも考えられる。
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上げている箇所について調査する。（ｆ）（調査結果は「別紙２－２」）

・学習指導要領総則 第２　教育課程の編成 ３(3)指導計画の作成等に当たっての配慮事項イにお

いて、「各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにするこ

と。」と示されている。そこで、各教科等とのつながりや、発展的な内容について取り上げている

箇所について調査する。（ｇ）

＜その他＞

・性差と家族についての扱いは、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男女共同参

画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等の扱いに

ついて、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に基づき、適正な

男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等な立場で参画す

る観点や家庭観について取り上げられている内容について調査する。（＊）（調査結果は「別

紙２－３」）

③ 調査研究の方法

ａ 内容区分については、学習内容ごとに例示された題材のページ数及び割合を整理する。その際、

関連する学習内容を組み合わせて構成されたものについては、主となる内容を選択し、示すもの

とする。

ｄ 安全・衛生に関する事項は、その該当する箇所について具体的に内容を整理する。

ｅ 生活をよりよくする工夫を考えたり、説明したりする活動については、該当する具体的な内容

を整理する。

ｆ 家庭や地域等における実践化を促す課題については、該当する具体的に内容を整理する。 

ｇ 各教科等とのつながりや、発展的な内容を取り上げている箇所について整理する。  

＜その他＞

＊ 性差と家族について取り上げている記述の概要を調査する。

（２）　構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫

イ ユニバーサルデザインの視点

ウ デジタルコンテンツの扱い

エ その他
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上げている箇所について調査する。（ｆ）（調査結果は「別紙２－２」）

・学習指導要領総則 第２ 教育課程の編成 ３(3)指導計画の作成等に当たっての配慮事項イにお

いて、「各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにするこ

と。」と示されている。そこで、各教科等とのつながりや、発展的な内容について取り上げている

箇所について調査する。（ｇ）

＜その他＞

・性差と家族に関する表現については、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男女共

同参画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等に関す

る表現について、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に基づき、

適正な男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等な立場で参

画する観点や家庭観について取り上げられている内容について調査する。（＊）（調査結果は「別

紙２－３」）

③ 調査研究の方法

ａ 内容区分については、学習内容ごとに例示された題材のページ数及び割合を整理する。その際、

関連する学習内容を組み合わせて構成されたものについては、主となる内容を選択し、示すもの

とする。

ｄ 安全・衛生に関する事項は、その該当する箇所について具体的に内容を整理する。

ｅ 生活をよりよくする工夫を考えたり、説明したりする活動については、該当する具体的な内容

を整理する。

ｆ 家庭や地域等における実践化を促す課題については、該当する具体的に内容を整理する。

ｇ 各教科等とのつながりや、発展的な内容を取り上げている箇所について整理する。

＜その他＞

＊ 性差と家族に関する表現について取り上げている内容について調査する。

（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫

イ ユニバーサルデザインの視点

ウ デジタルコンテンツの扱い

エ その他
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上げている箇所について調査する。（ｆ）（調査結果は「別紙２－２」）

・学習指導要領総則 第２　教育課程の編成 ３(3)指導計画の作成等に当たっての配慮事項イにお

いて、「各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにするこ

と。」と示されている。そこで、各教科等とのつながりや、発展的な内容について取り上げている

箇所について調査する。（ｇ）

＜その他＞

・性差と家族についての扱いは、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男女共同参

画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等の扱いに

ついて、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に基づき、適正な

男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等な立場で参画す

る観点や家庭観について取り上げられている内容について調査する。（＊）（調査結果は「別

紙２－３」）

③ 調査研究の方法

ａ 内容区分については、学習内容ごとに例示された題材のページ数及び割合を整理する。その際、

関連する学習内容を組み合わせて構成されたものについては、主となる内容を選択し、示すもの

とする。

ｄ 安全・衛生に関する事項は、その該当する箇所について具体的に内容を整理する。

ｅ 生活をよりよくする工夫を考えたり、説明したりする活動については、該当する具体的な内容

を整理する。

ｆ 家庭や地域等における実践化を促す課題については、該当する具体的に内容を整理する。 

ｇ 各教科等とのつながりや、発展的な内容を取り上げている箇所について整理する。  

＜その他＞

 ＊ 性差と家族について取り上げている記述の概要を調査する。

（２）　構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫

イ ユニバーサルデザインの視点

ウ デジタルコンテンツの扱い

エ その他
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世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
朝
食
か
ら
健
康
な
1
日
の
生
活
を
」

○
朝
食
の
役
割
を
考
え
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

○
い
た
め
る
調
理
で
朝
食
の
お
か
ず
を
作
ろ
う
＜
Ｐ
５
＞

　
　
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う

　
　
・
い
た
め
る
調
理
の
計
画
を
た
て
よ
う

　
　
・
い
た
め
る
調
理
を
し
よ
う

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
＜
Ｐ
６
＞

・
「
私
の
生
活
，
大
発
見
！
」
＜
Ｐ
１
＞

○
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
な
＜
Ｐ
１
＞

○
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
①
」

○
実
践
の
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ
＜
Ｐ
１
＞

・
「
気
持
ち
が
つ
な
が
る
家
族
の
時
間
」

○
家
族
と
ふ
れ
合
う
時
間
を
見
つ
け
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
＜
Ｐ
１
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
団
ら
ん
の
計
画

○
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
②
」

○
実
践
の
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦
＜
Ｐ
１
＞

・
「
５
年
生
の
ま
と
め
」
＜
Ｐ
１
＞

○
あ
な
た
は
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
？

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
生
活
時
間
」

○
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
＜
Ｐ
1
.
5
＞

○
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
＜
Ｐ
1
.
5
＞

○
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
③
」

○
実
践
の
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
④
」

○
実
践
の
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！
＜
Ｐ
１
＞

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

○
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て
＜
Ｐ
２
＞

○
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
＜
Ｐ
２
＞

○
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
＜
Ｐ
２
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
⑤
」

○
実
践
の
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！
＜
Ｐ
１
＞

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」
＜
Ｐ
１
＞

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
向
け
て
,
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
で

す
か
？

・
「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
へ
　
物
や
お
金
の
使
い
方
」
＜
Ｐ
１
＞

○
上
手
に
選
ぶ
た
め
に
考
え
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
＜
Ｐ
４
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
買
い
方
の
手
順

○
上
手
に
暮
ら
そ
う
＜
Ｐ
２
＞

・
「
物
を
生
か
し
て
住
み
や
す
く
」

○
物
を
生
か
し
て
快
適
に
生
活
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
物
を
生
か
し
て
使
う
工
夫
や
ご
み
を
減
ら
す
方
法

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

○
１
食
分
の
献
立
を
立
て
て
,
調
理
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
材
料
を
準
備
し
,
調
理
し
よ
う

　
　
・
材
料
の
準
備
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内
容
A
「
家
族
・
家
庭
生
活
」
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
B
「
衣
食
住
の
生
活
」
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
Ｃ
「
消
費
生
活
・
環
境
」
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

a 　 内 容 区 分 ご と の 題 材 名 　 （ ペ ー ジ 数 ）

　
　
・
い
ろ
ど
り
い
た
め

　
　
・
青
菜
の
油
い
た
め

　
　
・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ

○
朝
食
か
ら
健
康
な
生
活
を
始
め
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
夏
を
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
に
」
＜
Ｐ
１
＞

○
夏
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
な
住
ま
い
方
や
着
方
を
し
よ
う
＜
Ｐ
６
＞

　
　
・
夏
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

　
　
・
快
適
な
着
方
を
考
え
よ
う

　
　
・
手
入
れ
を
し
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
衣
服
の
手
入
れ
と
か
た
づ
け

　
　
・
手
洗
い
で
洗
濯
を
し
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
手
洗
い
の
手
順

○
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
思
い
を
形
に
し
て
生
活
を
豊
か
に
」

○
目
的
に
合
っ
た
形
や
大
き
さ
,
ぬ
い
方
を
考
え
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

○
計
画
を
立
て
て
,
工
夫
し
て
作
ろ
う
＜
Ｐ
６
＞

　
　
・
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

　
　
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

　
　
・
き
ん
ち
ゃ
く

○
衣
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

○
献
立
の
立
て
方
を
考
え
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

○
１
食
分
の
献
立
を
立
て
て
,
調
理
し
よ
う
＜
Ｐ
４
＞

　
　
・
１
食
分
の
献
立
を
考
え
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
献
立
の
立
て
方

　
　
・
野
菜
の
ベ
ー
コ
ン
巻
き

　
　
・
豆
腐
と
野
菜
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

　
　
・
ベ
ー
コ
ン
ポ
テ
ト

○
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
立
て
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
冬
を
明
る
く
暖
か
く
」
＜
Ｐ
１
＞

○
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
暖
か
い
着
方
や
住
ま
い
方
を
し
よ
う
＜
Ｐ
３
＞

　
　
・
暖
か
い
着
方
を
考
え
よ
う

　
　
・
冬
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

　
　
・
効
果
的
に
日
光
を
利
用
し
よ
う

○
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
い
つ
も
確
か
め
よ
う
」

○
調
理
実
習
技
能
＜
Ｐ
４
＞

　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
切
り
方

　
　
・
包
丁
で
材
料
を
切
る

　
　
・
包
丁
で
皮
を
む
く

　
　
・
野
菜
の
洗
い
方

　
　
・
計
量
ス
プ
ー
ン
の
使
い
方

　
　
・
包
丁
で
芽
を
取
る

○
製
作
実
習
技
能
＜
Ｐ
６
＞

　
　
・
玉
結
び

　
　
・
玉
ど
め

　
　
・
４
つ
穴
ボ
タ
ン
の
付
け
方

　
　
・
針
と
布
を
持
っ
て
ぬ
う

　
　
・
ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方

　
　
・
し
る
し
の
付
け
方

　
　
・
布
の
と
め
方

　
　
・
布
を
た
つ

　
　
・
ミ
シ
ン
の
扱
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

○
地
域
調
べ
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
月
別
気
温
と
湿
度

　
　
・
地
域
の
料
理

○
食
品
の
グ
ル
ー
プ
分
け
＜
Ｐ
１
＞

○
安
全
に
実
習
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
調
理
実
習

　
　
・
製
作
実
習

　
　
・
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
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「
別
紙
２
」
　
【

１
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　

　
小
学
校
　
家
庭
　

「
別
紙
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

内
容
A
「
家
族
・
家
庭
生
活
」
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
B
「
衣
食
住
の
生
活
」
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
Ｃ
「
消
費
生
活
・
環
境
」
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

a 　 内 容 区 分 ご と の 題 材 名 　 （ ペ ー ジ 数 ）

・
「
私
の
生
活
，
大
発
見
！
」

○
自
分
に
で
き
そ
う
な
家
庭
の
仕
事
を
見
つ
け
よ
う
＜
Ｐ
５
＞

　
　
・
家
庭
科
室
を
探
検
し
よ
う

　
　
・
お
茶
を
入
れ
て
み
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

・
「
お
い
し
い
楽
し
い
調
理
の
力
」
＜
Ｐ
1
.
5
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
調
理
の
手
順

○
調
理
の
目
的
や
手
順
を
考
え
よ
う
＜
Ｐ
0
.
5
＞

○
ゆ
で
る
調
理
を
し
よ
う
＜
Ｐ
６
＞

　
　
・
ゆ
で
る
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
も
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
調
理
用
具
の
あ
つ
か
い
方

　
　
・
青
菜
の
お
ひ
た
し

　
　
・
ゆ
で
い
も

　
　
・
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
を
作
ろ
う

　
　
・
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

○
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

・
「
ひ
と
針
に
心
を
こ
め
て
」

○
針
と
糸
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
＜
Ｐ
１
＞

○
手
ぬ
い
に
ト
ラ
イ
！
＜
Ｐ
５
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
手
ぬ
い
の
手
順

　
　
・
マ
イ
・
ミ
ニ
バ
ッ
ク

○
手
ぬ
い
の
よ
さ
を
生
活
に
生
か
そ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁
」

○
毎
日
の
食
事
を
見
つ
め
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
日
常
の
食
事
の
と
り
方
を
考
え
て
,
調
理
し
よ
う
＜
Ｐ
７
＞

　
　
・
ご
飯
と
み
そ
汁
を
作
ろ
う

　
　
・
ご
飯

　
　
・
み
そ
汁

　
　
・
食
事
の
役
割
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う

○
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

・
「
物
を
生
か
し
て
住
み
や
す
く
」
＜
Ｐ
１
＞

○
身
の
回
り
や
生
活
の
場
を
見
つ
め
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
身
の
回
り
を
き
れ
い
に
し
よ
う
＜
Ｐ
４
＞

　
　
・
整
理
・
整
と
ん
を
し
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
整
理
・
整
と
ん
の
手
順

　
　
・
よ
ご
れ
に
合
っ
た
そ
う
じ
を
し
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
そ
う
じ
の
手
順

・
「
ミ
シ
ン
に
ト
ラ
イ
！
手
作
り
で
楽
し
い
生
活
」

○
ミ
シ
ン
ぬ
い
の
よ
さ
を
見
つ
け
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

○
ミ
シ
ン
に
ト
ラ
イ
！
＜
Ｐ
８
＞

　
　
・
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
み
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
ミ
シ
ン
の
使
い
方
①
・
②

　
　
・
計
画
を
立
て
て
製
作
し
よ
う

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
製
作
の
手
順

　
　
・
エ
プ
ロ
ン

　
　
・
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

　
　
・
ウ
ォ
ー
ル
ポ
ケ
ッ
ト

○
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
朝
食
か
ら
健
康
な
1
日
の
生
活
を
」

○
朝
食
の
役
割
を
考
え
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

○
い
た
め
る
調
理
で
朝
食
の
お
か
ず
を
作
ろ
う
＜
Ｐ
５
＞

　
　
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
よ
う

　
　
・
い
た
め
る
調
理
の
計
画
を
た
て
よ
う

　
　
・
い
た
め
る
調
理
を
し
よ
う

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
＜
Ｐ
６
＞

・
「
私
の
生
活
，
大
発
見
！
」
＜
Ｐ
１
＞

○
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
な
＜
Ｐ
１
＞

○
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
①
」

○
実
践
の
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ
＜
Ｐ
１
＞

・
「
気
持
ち
が
つ
な
が
る
家
族
の
時
間
」

○
家
族
と
ふ
れ
合
う
時
間
を
見
つ
け
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
＜
Ｐ
１
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
団
ら
ん
の
計
画

○
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
②
」

○
実
践
の
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦
＜
Ｐ
１
＞

・
「
５
年
生
の
ま
と
め
」
＜
Ｐ
１
＞

○
あ
な
た
は
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
？

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
生
活
時
間
」

○
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
＜
Ｐ
1
.
5
＞

○
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
＜
Ｐ
1
.
5
＞

○
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
③
」

○
実
践
の
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う
＜
Ｐ
１
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
④
」

○
実
践
の
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！
＜
Ｐ
１
＞

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

○
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て
＜
Ｐ
２
＞

○
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
＜
Ｐ
２
＞

○
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
＜
Ｐ
２
＞

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
⑤
」

○
実
践
の
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！
＜
Ｐ
１
＞

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」
＜
Ｐ
１
＞

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
向
け
て
,
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
で

す
か
？

・
「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
へ
　
物
や
お
金
の
使
い
方
」
＜
Ｐ
１
＞

○
上
手
に
選
ぶ
た
め
に
考
え
よ
う
＜
Ｐ
１
＞

○
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
＜
Ｐ
４
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
買
い
方
の
手
順

○
上
手
に
暮
ら
そ
う
＜
Ｐ
２
＞

・
「
物
を
生
か
し
て
住
み
や
す
く
」

○
物
を
生
か
し
て
快
適
に
生
活
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
い
つ
も
確
か
め
よ
う
　
物
を
生
か
し
て
使
う
工
夫
や
ご
み
を
減
ら
す
方
法

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

○
１
食
分
の
献
立
を
立
て
て
,
調
理
し
よ
う
＜
Ｐ
２
＞

　
　
・
材
料
を
準
備
し
,
調
理
し
よ
う

　
　
・
材
料
の
準
備
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「
別
紙
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
開
隆
堂
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

内
容
A
「
家
族
・
家
庭
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
B
「
衣
食
住
の
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
Ｃ
「
消
費
生
活
・
環
境
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

a 　 内 容 区 分 ご と の 題 材 名 　 （ ペ ー ジ 数 ）

・
「
安
全
に
実
習
を
し
よ
う
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「
ク
ッ
キ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩
 
」
＜
Ｐ
1
0
＞

○
な
ぜ
調
理
を
す
る
の
だ
ろ
う

　
　
・
調
理
の
流
れ
を
知
ろ
う

　
　
・
調
理
に
必
要
な
用
具
を
知
ろ
う

○
ゆ
で
て
食
べ
よ
う

　
　
・
ど
の
よ
う
に
加
熱
す
る
の
だ
ろ
う

　
　
・
青
菜
を
ゆ
で
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
　
青
菜
の
お
ひ
た
し

　
　
・
い
も
を
ゆ
で
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
　
ゆ
で
い
も

　
　
・
ゆ
で
か
た
の
ち
が
い
を
確
か
め
よ
う

　
　
・
後
か
た
づ
け
を
し
よ
う

○
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う

　
　
・
カ
ラ
フ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
ソ
ー
イ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩
」
＜
Ｐ
８
＞

○
な
ぜ
ぬ
う
の
だ
ろ
う

○
ど
の
よ
う
な
用
具
や
方
法
で
ぬ
う
の
だ
ろ
う

　
　
・
さ
い
ほ
う
用
具
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
・
針
と
糸
を
使
っ
て
ぬ
っ
て
み
よ
う
　
ぬ
い
取
り
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
ぬ
い
方
を
知
ろ
う

　
　
・
ボ
タ
ン
を
つ
け
て
み
よ
う

○
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う

　
　
・
小
物
を
作
ろ
う
　
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
カ
ー
ド
入
れ

　
　
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー

　
　
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
針
さ
し

　
　
・
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
整
理
・
整
と
ん
で
快
適
に
」
＜
Ｐ
４
＞

○
な
ぜ
整
理
・
整
と
ん
を
す
る
の
だ
ろ
う

○
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う

　
　
・
整
理
・
整
と
ん
の
手
順

・
「
ミ
シ
ン
で
ソ
ー
イ
ン
グ
」
＜
Ｐ
1
0
＞

○
な
ぜ
ミ
シ
ン
で
ぬ
う
の
だ
ろ
う

○
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
知
ろ
う

　
　
・
ミ
シ
ン
を
準
備
し
よ
う

　
　
・
か
ら
ぬ
い
を
し
て
み
よ
う

　
　
・
布
を
ぬ
っ
て
み
よ
う

○
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
作
っ
て
み
よ
う

　
　
・
布
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
・
製
作
計
画
を
立
て
よ
う

　
　
・
衣
装
製
作
に
か
か
わ
る
人

　
　
・
製
作
し
よ
う
　
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
　
マ
ル
チ
カ
バ
ー
　
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

・
「
食
べ
て
元
気
に
」
＜
Ｐ
９
＞

○
な
ぜ
毎
日
食
事
を
す
る
の
だ
ろ
う

○
ご
飯
と
み
そ
し
る
は
食
事
の
基
本

　
　
・
ご
飯
と
み
そ
し
る
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

　
　
・
ご
飯
を
た
い
て
み
よ
う
　
ご
飯

　
　
・
み
そ
し
る
を
作
っ
て
み
よ
う
　
み
そ
し
る

　
　
・
食
べ
物
に
ふ
く
ま
れ
る
栄
養
素
と
そ
の
働
き

　
　
・
３
つ
の
食
品
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
働
き

○
日
常
の
食
事
に
生
か
そ
う

・
「
暖
か
く
快
適
に
過
ご
す
着
方
」
＜
Ｐ
４
＞

○
ど
の
よ
う
な
着
方
が
暖
か
い
だ
ろ
う

○
衣
服
の
働
き
を
知
ろ
う

○
衣
服
の
着
方
を
工
夫
し
よ
う

・
「
暖
か
く
快
適
に
過
ご
す
住
ま
い
方
」
＜
Ｐ
４
＞

○
寒
い
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う

○
暖
か
く
快
適
な
住
ま
い
方

　
　
・
日
光
を
生
か
す

　
　
・
明
る
さ
を
調
整
し
よ
う

　
　
・
暖
房
器
具
を
安
全
に
正
し
く
使
お
う

○
快
適
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
＜
Ｐ
６
＞

・
「
家
族
の
生
活
再
発
見
」
＜
Ｐ
２
＞

○
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

○
生
活
を
支
え
る
家
庭
の
仕
事

・
「
で
き
る
よ
,
家
庭
の
仕
事
」
＜
Ｐ
３
＞

　
　
・
家
庭
の
仕
事
の
手
順
・
方
法

○
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け
よ
う

○
工
夫
し
て
仕
事
を
し
よ
う

○
実
行
し
，
続
け
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
昼
食
を
作
っ
て
み
よ
う

○
自
分
や
家
族
の
弁
当
包
み
を
作
っ
て
み
よ
う

○
家
族
み
ん
な
で
使
う
場
所
を
整
理
・
整
と
ん
し
て
み
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
や
自
分
の
も
の
を
作
ろ
う

○
各
地
に
伝
わ
る
み
そ
や
み
そ
料
理
を
調
べ
よ
う

・
「
い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」
＜
Ｐ
３
＞

○
ほ
っ
と
す
る
の
は
，
ど
の
よ
う
な
と
き
だ
ろ
う

○
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
よ
う

　
　
・
ほ
っ
と
タ
イ
ム
の
実
践
の
手
順

○
団
ら
ん
で
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
世
界
や
地
域
の
ほ
っ
と
タ
イ
ム
を
取
材
し
て
み
よ
う

○
地
域
の
お
や
つ

・
「
レ
ッ
ツ
　
ト
ラ
イ
生
活
の
課
題
と
実
践
」
＜
Ｐ
４
＞

○
課
題
例
　
わ
た
し
の
仕
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
イ

○
課
題
例
　
○
○
小
学
校
の
生
活
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

○
課
題
例
　
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
日
ご
ろ
の
お
礼
を
伝
え
よ
う

・
「
生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
＜
Ｐ
４
＞

○
ど
の
よ
う
に
時
間
を
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う

○
時
間
の
使
い
方
に
課
題
は
な
い
だ
ろ
う
か

○
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う

　
　
・
生
活
時
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
「
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活
」
＜
Ｐ
４
＞

○
地
域
の
人
び
と
と
の
関
わ
り
を
見
つ
め
よ
う

○
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

　
　
・
や
っ
て
み
よ
う
「
地
域
の
関
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

○
や
っ
て
み
よ
う
・
ふ
り
返
ろ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
の
た
め
に
弁
当
を
作
ろ
う

○
家
族
で
使
う
と
こ
ろ
を
快
適
に
し
よ
う

○
快
適
に
着
用
し
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
て
ぬ
ぐ
い
の
使
い
方
を
調
べ
,
活
用
し
て
み
よ
う

○
家
庭
の
味
や
地
域
の
伝
統
を
受
け
つ
い
だ
雑
煮
を
調
べ
て
み
よ
う

○
お
せ
ち
料
理
の
い
わ
れ
を
調
べ
て
み
よ
う

・
「
２
年
間
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
,
中
学
校
の
学
習
に
生
か
そ
う
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「

整
理

・
整

と
ん

で
快

適
に

」
＜

Ｐ
２

＞
○

物
の

使
い

方
を

工
夫

し
よ

う
　

　
・

物
を

生
か

し
て

使
う

工
夫

－
ご

み
を

減
ら

す
３

Ｒ
と

５
Ｒ

・
「

生
活

を
支

え
る

お
金

と
物

」
＜

Ｐ
６

＞
○

何
に

お
金

を
使

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

○
何

を
大

切
に

し
て

買
い

物
を

す
れ

ば
よ

い
だ

ろ
う

　
　

・
買

う
前

に
考

え
る

こ
と

は
何

だ
ろ

う
　

　
・

買
い

物
の

仕
組

み
っ

て
何

だ
ろ

う
○

買
い

物
の

仕
方

を
工

夫
し

よ
う

・
「

持
続

可
能

な
社

会
を

生
き

る
」

＜
Ｐ

２
＞

○
生

活
と

環
境

の
つ

な
が

り
を

考
え

よ
う

○
物

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
ど

う
使

う
か

○
環

境
の

こ
と

を
考

え
た

生
活

を
続

け
よ

う
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内
容
A
「
家
族
・
家
庭
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
B
「
衣
食
住
の
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
Ｃ
「
消
費
生
活
・
環
境
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

a 　 内 容 区 分 ご と の 題 材 名 　 （ ペ ー ジ 数 ）

・
「
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
ク
ッ
キ
ン
グ
」
＜
Ｐ
６
＞

○
「
ゆ
で
る
」
と
「
い
た
め
る
」
は
ど
う
ち
が
う
の
だ
ろ
う

○
い
た
め
て
お
か
ず
を
作
ろ
う

　
　
・
い
た
め
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

　
　
・
い
た
め
る
調
理
の
よ
さ
を
考
え
よ
う

　
　
・
い
た
め
て
み
よ
う
　
三
色
野
菜
い
た
め
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ

　
　
・
な
ぜ
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
の
だ
ろ
う

○
朝
食
に
生
か
そ
う

・
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
＜
Ｐ
４
＞

○
な
ぜ
そ
う
じ
を
す
る
の
だ
ろ
う

○
知
っ
て
る
か
な
，
そ
う
じ
の
仕
方

　
　
・
ど
の
よ
う
な
よ
ご
れ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
　
学
校
内
の
よ
ご
れ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
・
ど
う
し
た
ら
き
れ
い
に
な
る
の
だ
ろ
う

○
身
の
回
り
を
快
適
に
し
よ
う

・
「
す
ず
し
く
快
適
に
過
ご
す
住
ま
い
方
」
＜
Ｐ
４
＞

○
暑
い
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う

○
す
ず
し
く
快
適
な
住
ま
い
方
を
知
ろ
う

　
　
・
日
射
（
熱
）
を
さ
え
ぎ
ろ
う

　
　
・
風
の
流
れ
を
作
ろ
う

　
　
・
す
ず
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
音
を
聞
こ
う

○
エ
コ
生
活
で
す
ず
し
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う

・
「
す
ず
し
く
快
適
に
過
ご
す
着
方
と
手
入
れ
」
＜
Ｐ
５
＞

○
ど
の
よ
う
な
着
方
が
す
ず
し
い
だ
ろ
う

○
暑
い
季
節
を
快
適
に
し
よ
う

　
　
・
す
ず
し
い
着
方
を
知
ろ
う

　
　
・
衣
服
を
清
潔
に
整
え
よ
う

　
　
・
洗
た
く
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
・
洗
た
く
の
手
順

○
快
適
な
衣
生
活
を
工
夫
し
よ
う

・
「
生
活
を
豊
か
に
ソ
ー
イ
ン
グ
」
＜
Ｐ
８
＞

○
ど
の
よ
う
な
ふ
く
ろ
を
，
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う

○
目
的
に
合
っ
た
ふ
く
ろ
を
作
ろ
う

　
　
・
ど
の
よ
う
な
ふ
く
ろ
を
作
ろ
う
か
な

　
　
・
製
作
の
計
画

　
　
・
ふ
く
ろ
の
製
作
　
マ
イ
バ
ッ
グ
　
き
ん
ち
ゃ
く
ポ
ー
チ

○
作
っ
た
ふ
く
ろ
で
生
活
を
豊
か
に

　
　
・
エ
プ
ロ
ン

・
「
こ
ん
だ
て
を
工
夫
し
て
」
＜
Ｐ
７
＞

○
ど
の
よ
う
な
料
理
や
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
と
よ
い
だ
ろ
う

○
1
食
分
の
こ
ん
だ
て
を
立
て
よ
う

　
　
・
こ
ん
だ
て
を
考
え
て
み
よ
う

　
　
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
か
め
よ
う
　
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ず
の
例

○
工
夫
し
て
毎
日
の
食
生
活
に
生
か
そ
う

　
　
・
調
理
の
計
画
を
立
て
よ
う
　
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
お
か
ず

　
　
・
食
事
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う

・
「
生
活
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
伝
統
文
化
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「
利
き
手
は
ど
ち
ら
？
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「
栄
養
素
の
働
き
に
よ
る
食
品
の
分
類
」
＜
Ｐ
１
＞

・
「
裏
表
紙
」
＜
Ｐ
１
＞
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「
別
紙
２
」
　
【
（
１

内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
開
隆
堂
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
）
　

「
別
紙
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
開
隆
堂
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

内
容
A
「
家
族
・
家
庭
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
B
「
衣
食
住
の
生
活
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

内
容
Ｃ
「
消
費
生
活
・
環
境
」
　
　
＊
＜
＞
内
の
数
値
は
取
り
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
分
量
を
表
す
。

a 内 容 区 分 ご と の 題 材 名 （ ペ ー ジ 数 ）

・
「
安
全
に
実
習
を
し
よ
う
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「
ク
ッ
キ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩
 
」
＜
Ｐ
1
0
＞

○
な
ぜ
調
理
を
す
る
の
だ
ろ
う

　
　
・
調
理
の
流
れ
を
知
ろ
う

　
　
・
調
理
に
必
要
な
用
具
を
知
ろ
う

○
ゆ
で
て
食
べ
よ
う

　
　
・
ど
の
よ
う
に
加
熱
す
る
の
だ
ろ
う

　
　
・
青
菜
を
ゆ
で
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
　
青
菜
の
お
ひ
た
し

　
　
・
い
も
を
ゆ
で
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
　
ゆ
で
い
も

　
　
・
ゆ
で
か
た
の
ち
が
い
を
確
か
め
よ
う

　
　
・
後
か
た
づ
け
を
し
よ
う

○
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う

　
　
・
カ
ラ
フ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
ソ
ー
イ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩
」
＜
Ｐ
８
＞

○
な
ぜ
ぬ
う
の
だ
ろ
う

○
ど
の
よ
う
な
用
具
や
方
法
で
ぬ
う
の
だ
ろ
う

　
　
・
さ
い
ほ
う
用
具
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
・
針
と
糸
を
使
っ
て
ぬ
っ
て
み
よ
う
　
ぬ
い
取
り
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
ぬ
い
方
を
知
ろ
う

　
　
・
ボ
タ
ン
を
つ
け
て
み
よ
う

○
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う

　
　
・
小
物
を
作
ろ
う
　
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
カ
ー
ド
入
れ

　
　
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー

　
　
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
針
さ
し

　
　
・
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
整
理
・
整
と
ん
で
快
適
に
」
＜
Ｐ
４
＞

○
な
ぜ
整
理
・
整
と
ん
を
す
る
の
だ
ろ
う

○
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う

　
　
・
整
理
・
整
と
ん
の
手
順

・
「
ミ
シ
ン
で
ソ
ー
イ
ン
グ
」
＜
Ｐ
1
0
＞

○
な
ぜ
ミ
シ
ン
で
ぬ
う
の
だ
ろ
う

○
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
知
ろ
う

　
　
・
ミ
シ
ン
を
準
備
し
よ
う

　
　
・
か
ら
ぬ
い
を
し
て
み
よ
う

　
　
・
布
を
ぬ
っ
て
み
よ
う

○
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
作
っ
て
み
よ
う

　
　
・
布
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
・
製
作
計
画
を
立
て
よ
う

　
　
・
衣
装
製
作
に
か
か
わ
る
人

　
　
・
製
作
し
よ
う
　
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
　
マ
ル
チ
カ
バ
ー
　
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

・
「
食
べ
て
元
気
に
」
＜
Ｐ
９
＞

○
な
ぜ
毎
日
食
事
を
す
る
の
だ
ろ
う

○
ご
飯
と
み
そ
し
る
は
食
事
の
基
本

　
　
・
ご
飯
と
み
そ
し
る
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

　
　
・
ご
飯
を
た
い
て
み
よ
う
　
ご
飯

　
　
・
み
そ
し
る
を
作
っ
て
み
よ
う
　
み
そ
し
る

　
　
・
食
べ
物
に
ふ
く
ま
れ
る
栄
養
素
と
そ
の
働
き

　
　
・
３
つ
の
食
品
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
働
き

○
日
常
の
食
事
に
生
か
そ
う

・
「
暖
か
く
快
適
に
過
ご
す
着
方
」
＜
Ｐ
４
＞

○
ど
の
よ
う
な
着
方
が
暖
か
い
だ
ろ
う

○
衣
服
の
働
き
を
知
ろ
う

○
衣
服
の
着
方
を
工
夫
し
よ
う

・
「
暖
か
く
快
適
に
過
ご
す
住
ま
い
方
」
＜
Ｐ
４
＞

○
寒
い
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う

○
暖
か
く
快
適
な
住
ま
い
方

　
　
・
日
光
を
生
か
す

　
　
・
明
る
さ
を
調
整
し
よ
う

　
　
・
暖
房
器
具
を
安
全
に
正
し
く
使
お
う

○
快
適
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
＜
Ｐ
６
＞

・
「
家
族
の
生
活
再
発
見
」
＜
Ｐ
２
＞

○
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

○
生
活
を
支
え
る
家
庭
の
仕
事

・
「
で
き
る
よ
,
家
庭
の
仕
事
」
＜
Ｐ
３
＞

　
　
・
家
庭
の
仕
事
の
手
順
・
方
法

○
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け
よ
う

○
工
夫
し
て
仕
事
を
し
よ
う

○
実
行
し
，
続
け
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
昼
食
を
作
っ
て
み
よ
う

○
自
分
や
家
族
の
弁
当
包
み
を
作
っ
て
み
よ
う

○
家
族
み
ん
な
で
使
う
場
所
を
整
理
・
整
と
ん
し
て
み
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
や
自
分
の
も
の
を
作
ろ
う

○
各
地
に
伝
わ
る
み
そ
や
み
そ
料
理
を
調
べ
よ
う

・
「
い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」
＜
Ｐ
３
＞

○
ほ
っ
と
す
る
の
は
，
ど
の
よ
う
な
と
き
だ
ろ
う

○
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
よ
う

　
　
・
ほ
っ
と
タ
イ
ム
の
実
践
の
手
順

○
団
ら
ん
で
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
世
界
や
地
域
の
ほ
っ
と
タ
イ
ム
を
取
材
し
て
み
よ
う

○
地
域
の
お
や
つ

・
「
レ
ッ
ツ
　
ト
ラ
イ
生
活
の
課
題
と
実
践
」
＜
Ｐ
４
＞

○
課
題
例
　
わ
た
し
の
仕
事
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
イ

○
課
題
例
　
○
○
小
学
校
の
生
活
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

○
課
題
例
　
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
日
ご
ろ
の
お
礼
を
伝
え
よ
う

・
「
生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
＜
Ｐ
４
＞

○
ど
の
よ
う
に
時
間
を
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う

○
時
間
の
使
い
方
に
課
題
は
な
い
だ
ろ
う
か

○
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う

　
　
・
生
活
時
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
「
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活
」
＜
Ｐ
４
＞

○
地
域
の
人
び
と
と
の
関
わ
り
を
見
つ
め
よ
う

○
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

　
　
・
や
っ
て
み
よ
う
「
地
域
の
関
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

○
や
っ
て
み
よ
う
・
ふ
り
返
ろ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
家
族
の
た
め
に
弁
当
を
作
ろ
う

○
家
族
で
使
う
と
こ
ろ
を
快
適
に
し
よ
う

○
快
適
に
着
用
し
よ
う

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
＜
Ｐ
１
＞

○
て
ぬ
ぐ
い
の
使
い
方
を
調
べ
,
活
用
し
て
み
よ
う

○
家
庭
の
味
や
地
域
の
伝
統
を
受
け
つ
い
だ
雑
煮
を
調
べ
て
み
よ
う

○
お
せ
ち
料
理
の
い
わ
れ
を
調
べ
て
み
よ
う

・
「
２
年
間
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
,
中
学
校
の
学
習
に
生
か
そ
う
」
＜
Ｐ
２
＞

・
「

整
理

・
整

と
ん

で
快

適
に

」
＜

Ｐ
２

＞
○

物
の

使
い

方
を

工
夫

し
よ

う
　

　
・

物
を

生
か

し
て

使
う

工
夫

－
ご

み
を

減
ら

す
３

Ｒ
と

５
Ｒ

・
「

生
活

を
支

え
る

お
金

と
物

」
＜

Ｐ
６

＞
○

何
に

お
金

を
使

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

○
何

を
大

切
に

し
て

買
い

物
を

す
れ

ば
よ

い
だ

ろ
う

　
　

・
買

う
前

に
考

え
る

こ
と

は
何

だ
ろ

う
　

　
・

買
い

物
の

仕
組

み
っ

て
何

だ
ろ

う
○

買
い

物
の

仕
方

を
工

夫
し

よ
う

・
「

持
続

可
能

な
社

会
を

生
き

る
」

＜
Ｐ

２
＞

○
生

活
と

環
境

の
つ

な
が

り
を

考
え

よ
う

○
物

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
ど

う
使

う
か

○
環

境
の

こ
と

を
考

え
た

生
活

を
続

け
よ

う
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「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
東

書
　

】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

）

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
の
よ
さ
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
上
手
に
暮
ら
そ
う
」

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
そ
う
じ
の
仕
方
を
伝
え
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
」

・
「
５
年
生
の
ま
ど
め
」

・
「
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
」

・
「
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
」

・
「
朝
食
名
人
に
な
ろ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
衣
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
し
よ
う
」

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
立
て
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」

・
「
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
」

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

〇
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
と
っ
て
お
き
み
そ
汁

・
「
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

〇
わ
が
家
の
団
ら
ん
タ
イ
ム

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
す
て
き
時
間
作
戦

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
夏
の
お
も
て
な
し
計
画

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
た
て
よ
う
」

〇
家
族
が
喜
ぶ
食
事
作
り

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

〇
成
長
の
ふ
り
返
り

・
「
お
茶
」

〇
湯
を
わ
か
す

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

・
「
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

〇
い
ろ
い
ろ
な
買
い
物

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引
き
に
注
意
し
よ
う

・
「
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁
」

〇
日
常
の
食
事
の
と
り
方
を
考
え
て
調
理
し
よ
う

〇
ご
飯
を
た
く
器
具

〇
食
べ
物
の
ゆ
く
え

〇
五
大
栄
養
素
と
体
内
で
の
３
つ
の
働
き

〇
米
と
だ
い
ず
の
栄
養
素

・
「
自
分
の
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

・
「
夏
を
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
に
」

〇
住
ま
い
の
主
な
働
き

〇
夏
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

〇
衣
服
の
手
入
れ
と
か
た
づ
け

〇
洗
剤
の
種
類

〇
電
気
洗
濯
機

〇
プ
ロ
に
聞
く
　
窓
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

〇
献
立
の
立
て
方
を
考
え
よ
う

〇
材
料
の
準
備

・
「
冬
を
明
る
く
暖
か
く
」

〇
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

〇
結
露
・
換
気

〇
効
果
的
に
日
光
を
利
用
し
よ
う

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て

〇
家
族
で
防
災
会
議

・
地
域
調
べ
「
月
別
気
温
と
湿
度
」

・
「
加
熱
調
理
器
具
の
種
類
」

・
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
」

〇
点
火
す
る
前
に
点
検
！

〇
点
火
し
た
後
に
点
検
！

〇
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
ら

〇
地
震
が
起
き
た
ら

・
「
お
茶
の
調
理
」

・
「
身
支
度
の
仕
方
」

・
「
調
理
の
手
順
」

〇
計
画
す
る
・
準
備
す
る

〇
調
理
す
る

・
「
調
理
用
具
の
あ
つ
か
い
方
」

〇
包
丁
の
使
い
方

・
「
青
菜
の
お
ひ
た
し
」

〇
洗
う

・
「
ゆ
で
い
も
」

〇
切
る

・
「
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
冷
ま
す

・
「
さ
い
ほ
う
用
具
」

〇
さ
い
ほ
う
用
具
箱
の
整
理
・
整
と
ん

〇
針
の
あ
つ
か
い
方

〇
は
さ
み
の
わ
た
し
方

・
「
買
い
方
の
手
順
」

〇
情
報
を
集
め
る
，
整
理
す
る

・
「
ご
飯
」

〇
盛
り
つ
け
る
・
試
食
す
る

・
「
み
そ
汁
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
そ
う
じ
の
手
順
」

〇
そ
う
じ
を
す
る

・
「
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
使
い
方
」

〇
準
備
す
る

・
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
持
ち
方
の
注
意
点
」

d　
安

全
・
衛

生
に

関
す

る
事

項
g　

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容

ｅ
  
生

活
を

よ
り

よ
く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f　
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題

―248――246―

・
「
い
ろ
ど
り
い
た
め
」

〇
い
た
め
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
電
気
洗
濯
機
」

・
「
手
洗
い
の
手
順
」

〇
洗
っ
て
し
ぼ
る

・
「
食
品
の
日
付
表
示
」

・
「
材
料
の
準
備
」

〇
使
う

・
「
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
の
注
意
点
」

・
「
調
理
実
習
技
能
」

〇
野
菜
の
洗
い
方

・
「
製
作
実
習
技
能
」

〇
ア
イ
ロ
ン
を
使
う
と
き
の
注
意
点

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
調
理
実
習

〇
始
め
る
前
に

〇
手
の
洗
い
方

〇
野
菜
を
洗
う
と
き

〇
包
丁
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
加
熱
用
調
理
器
具
を
あ
つ
か
う
と
き

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
製
作
実
習

〇
針
や
は
さ
み
な
ど
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
ミ
シ
ン
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
コ
ン
セ
ン
ト
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
ア
イ
ロ
ン
を
あ
つ
か
う
と
き

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き

d
安

全
・
衛

生
に

関
す

る
事

項
ｅ

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題
g

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な
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容
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「
別
紙
２
－
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　

発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
）

「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
東

書
　

】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

）

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
の
よ
さ
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
上
手
に
暮
ら
そ
う
」

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
そ
う
じ
の
仕
方
を
伝
え
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
」

・
「
５
年
生
の
ま
ど
め
」

・
「
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
」

・
「
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
」

・
「
朝
食
名
人
に
な
ろ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
衣
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
し
よ
う
」

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
立
て
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」

・
「
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
」

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

〇
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
と
っ
て
お
き
み
そ
汁

・
「
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

〇
わ
が
家
の
団
ら
ん
タ
イ
ム

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
す
て
き
時
間
作
戦

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
夏
の
お
も
て
な
し
計
画

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
た
て
よ
う
」

〇
家
族
が
喜
ぶ
食
事
作
り

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

〇
成
長
の
ふ
り
返
り

・
「
お
茶
」

〇
湯
を
わ
か
す

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

・
「
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

〇
い
ろ
い
ろ
な
買
い
物

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引
き
に
注
意
し
よ
う

・
「
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁
」

〇
日
常
の
食
事
の
と
り
方
を
考
え
て
調
理
し
よ
う

〇
ご
飯
を
た
く
器
具

〇
食
べ
物
の
ゆ
く
え

〇
五
大
栄
養
素
と
体
内
で
の
３
つ
の
働
き

〇
米
と
だ
い
ず
の
栄
養
素

・
「
自
分
の
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

・
「
夏
を
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
に
」

〇
住
ま
い
の
主
な
働
き

〇
夏
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

〇
衣
服
の
手
入
れ
と
か
た
づ
け

〇
洗
剤
の
種
類

〇
電
気
洗
濯
機

〇
プ
ロ
に
聞
く
　
窓
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

〇
献
立
の
立
て
方
を
考
え
よ
う

〇
材
料
の
準
備

・
「
冬
を
明
る
く
暖
か
く
」

〇
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

〇
結
露
・
換
気

〇
効
果
的
に
日
光
を
利
用
し
よ
う

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て

〇
家
族
で
防
災
会
議

・
地
域
調
べ
「
月
別
気
温
と
湿
度
」

・
「
加
熱
調
理
器
具
の
種
類
」

・
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
」

〇
点
火
す
る
前
に
点
検
！

〇
点
火
し
た
後
に
点
検
！

〇
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
ら

〇
地
震
が
起
き
た
ら

・
「
お
茶
の
調
理
」

・
「
身
支
度
の
仕
方
」

・
「
調
理
の
手
順
」

〇
計
画
す
る
・
準
備
す
る

〇
調
理
す
る

・
「
調
理
用
具
の
あ
つ
か
い
方
」

〇
包
丁
の
使
い
方

・
「
青
菜
の
お
ひ
た
し
」

〇
洗
う

・
「
ゆ
で
い
も
」

〇
切
る

・
「
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
冷
ま
す

・
「
さ
い
ほ
う
用
具
」

〇
さ
い
ほ
う
用
具
箱
の
整
理
・
整
と
ん

〇
針
の
あ
つ
か
い
方

〇
は
さ
み
の
わ
た
し
方

・
「
買
い
方
の
手
順
」

〇
情
報
を
集
め
る
，
整
理
す
る

・
「
ご
飯
」

〇
盛
り
つ
け
る
・
試
食
す
る

・
「
み
そ
汁
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
そ
う
じ
の
手
順
」

〇
そ
う
じ
を
す
る

・
「
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
使
い
方
」

〇
準
備
す
る

・
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
持
ち
方
の
注
意
点
」

d
安

全
・
衛

生
に

関
す

る
事

項
g

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容

ｅ
生

活
を

よ
り

よ
く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題
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「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
東

書
　

】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

）

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
の
よ
さ
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
上
手
に
暮
ら
そ
う
」

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
そ
う
じ
の
仕
方
を
伝
え
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
」

・
「
５
年
生
の
ま
ど
め
」

・
「
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
」

・
「
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
」

・
「
朝
食
名
人
に
な
ろ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
衣
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
し
よ
う
」

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
立
て
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」

・
「
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
」

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

〇
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
と
っ
て
お
き
み
そ
汁

・
「
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

〇
わ
が
家
の
団
ら
ん
タ
イ
ム

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
す
て
き
時
間
作
戦

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
夏
の
お
も
て
な
し
計
画

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
た
て
よ
う
」

〇
家
族
が
喜
ぶ
食
事
作
り

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

〇
成
長
の
ふ
り
返
り

・
「
お
茶
」

〇
湯
を
わ
か
す

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

・
「
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

〇
い
ろ
い
ろ
な
買
い
物

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引
き
に
注
意
し
よ
う

・
「
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁
」

〇
日
常
の
食
事
の
と
り
方
を
考
え
て
調
理
し
よ
う

〇
ご
飯
を
た
く
器
具

〇
食
べ
物
の
ゆ
く
え

〇
五
大
栄
養
素
と
体
内
で
の
３
つ
の
働
き

〇
米
と
だ
い
ず
の
栄
養
素

・
「
自
分
の
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

・
「
夏
を
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
に
」

〇
住
ま
い
の
主
な
働
き

〇
夏
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

〇
衣
服
の
手
入
れ
と
か
た
づ
け

〇
洗
剤
の
種
類

〇
電
気
洗
濯
機

〇
プ
ロ
に
聞
く
　
窓
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

〇
献
立
の
立
て
方
を
考
え
よ
う

〇
材
料
の
準
備

・
「
冬
を
明
る
く
暖
か
く
」

〇
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

〇
結
露
・
換
気

〇
効
果
的
に
日
光
を
利
用
し
よ
う

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て

〇
家
族
で
防
災
会
議

・
地
域
調
べ
「
月
別
気
温
と
湿
度
」

・
「
加
熱
調
理
器
具
の
種
類
」

・
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
」

〇
点
火
す
る
前
に
点
検
！

〇
点
火
し
た
後
に
点
検
！

〇
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
ら

〇
地
震
が
起
き
た
ら

・
「
お
茶
の
調
理
」

・
「
身
支
度
の
仕
方
」

・
「
調
理
の
手
順
」

〇
計
画
す
る
・
準
備
す
る

〇
調
理
す
る

・
「
調
理
用
具
の
あ
つ
か
い
方
」

〇
包
丁
の
使
い
方

・
「
青
菜
の
お
ひ
た
し
」

〇
洗
う

・
「
ゆ
で
い
も
」

〇
切
る

・
「
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
冷
ま
す

・
「
さ
い
ほ
う
用
具
」

〇
さ
い
ほ
う
用
具
箱
の
整
理
・
整
と
ん

〇
針
の
あ
つ
か
い
方

〇
は
さ
み
の
わ
た
し
方

・
「
買
い
方
の
手
順
」

〇
情
報
を
集
め
る
，
整
理
す
る

・
「
ご
飯
」

〇
盛
り
つ
け
る
・
試
食
す
る

・
「
み
そ
汁
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
そ
う
じ
の
手
順
」

〇
そ
う
じ
を
す
る

・
「
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
使
い
方
」

〇
準
備
す
る

・
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
持
ち
方
の
注
意
点
」

d
安

全
・
衛

生
に

関
す

る
事

項
g

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容

ｅ
生

活
を

よ
り

よ
く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題

―248――246―

・
「
い
ろ
ど
り
い
た
め
」

〇
い
た
め
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
電
気
洗
濯
機
」

・
「
手
洗
い
の
手
順
」

〇
洗
っ
て
し
ぼ
る

・
「
食
品
の
日
付
表
示
」

・
「
材
料
の
準
備
」

〇
使
う

・
「
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
の
注
意
点
」

・
「
調
理
実
習
技
能
」

〇
野
菜
の
洗
い
方

・
「
製
作
実
習
技
能
」

〇
ア
イ
ロ
ン
を
使
う
と
き
の
注
意
点

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
調
理
実
習

〇
始
め
る
前
に

〇
手
の
洗
い
方

〇
野
菜
を
洗
う
と
き

〇
包
丁
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
加
熱
用
調
理
器
具
を
あ
つ
か
う
と
き

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
製
作
実
習

〇
針
や
は
さ
み
な
ど
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
ミ
シ
ン
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
コ
ン
セ
ン
ト
を
あ
つ
か
う
と
き

〇
ア
イ
ロ
ン
を
あ
つ
か
う
と
き

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き

d　
安

全
・
衛

生
に
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す

る
事

項
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活
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く
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、
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す
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「
別
紙
２
－
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　

発
行
者
　
東
書
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
）

「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
東

書
　

】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

）

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
の
よ
さ
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
上
手
に
暮
ら
そ
う
」

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
そ
う
じ
の
仕
方
を
伝
え
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
楽
し
く
使
お
う
」

・
「
５
年
生
の
ま
ど
め
」

・
「
生
活
時
間
を
見
つ
め
て
み
よ
う
」

・
「
生
活
時
間
を
有
効
に
使
お
う
」

・
「
朝
食
名
人
に
な
ろ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
衣
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
し
よ
う
」

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
立
て
よ
う
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う
」

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
２
年
間
の
ま
と
め
」

・
「
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う
」

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

〇
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
①
」

〇
実
践
例
　
手
ぬ
い
で
作
る
弟
の
小
物
入
れ

・
「
食
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
と
っ
て
お
き
み
そ
汁

・
「
わ
が
家
流
団
ら
ん
タ
イ
ム
」

・
「
団
ら
ん
を
生
活
の
中
に
生
か
そ
う
」

〇
わ
が
家
の
団
ら
ん
タ
イ
ム

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
②
」

〇
実
践
例
　
年
末
そ
う
じ
大
作
戦

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
わ
が
家
の
す
て
き
時
間
作
戦

・
「
夏
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

〇
夏
の
お
も
て
な
し
計
画

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
３
」

〇
実
践
例
　
家
族
の
ま
く
ら
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

・
「
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
計
画
を
た
て
よ
う
」

〇
家
族
が
喜
ぶ
食
事
作
り

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
④
」

〇
実
践
例
　
わ
が
家
の
「
お
せ
ち
作
り
」
に
挑
戦
！

・
「
冬
の
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
私
か
ら
地
域
に
つ
な
げ
よ
う
！
広
げ
よ
う
！
」

・
「
も
っ
と
か
が
や
く
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
」

・
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
⑤
」

〇
実
践
例
　
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
！

・
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

〇
成
長
の
ふ
り
返
り

・
「
お
茶
」

〇
湯
を
わ
か
す

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

・
「
買
い
物
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

〇
い
ろ
い
ろ
な
買
い
物

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
り
引
き
に
注
意
し
よ
う

・
「
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁
」

〇
日
常
の
食
事
の
と
り
方
を
考
え
て
調
理
し
よ
う

〇
ご
飯
を
た
く
器
具

〇
食
べ
物
の
ゆ
く
え

〇
五
大
栄
養
素
と
体
内
で
の
３
つ
の
働
き

〇
米
と
だ
い
ず
の
栄
養
素

・
「
自
分
の
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

・
「
夏
を
す
ず
し
く
さ
わ
や
か
に
」

〇
住
ま
い
の
主
な
働
き

〇
夏
の
住
ま
い
方
を
見
直
そ
う

〇
衣
服
の
手
入
れ
と
か
た
づ
け

〇
洗
剤
の
種
類

〇
電
気
洗
濯
機

〇
プ
ロ
に
聞
く
　
窓
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
「
ま
か
せ
て
ね
　
今
日
の
食
事
」

〇
献
立
の
立
て
方
を
考
え
よ
う

〇
材
料
の
準
備

・
「
冬
を
明
る
く
暖
か
く
」

〇
冬
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

〇
結
露
・
換
気

〇
効
果
的
に
日
光
を
利
用
し
よ
う

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
家
族
や
地
域
の
一
員
と
し
て

〇
家
族
で
防
災
会
議

・
地
域
調
べ
「
月
別
気
温
と
湿
度
」

・
「
加
熱
調
理
器
具
の
種
類
」

・
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
」

〇
点
火
す
る
前
に
点
検
！

〇
点
火
し
た
後
に
点
検
！

〇
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
ら

〇
地
震
が
起
き
た
ら

・
「
お
茶
の
調
理
」

・
「
身
支
度
の
仕
方
」

・
「
調
理
の
手
順
」

〇
計
画
す
る
・
準
備
す
る

〇
調
理
す
る

・
「
調
理
用
具
の
あ
つ
か
い
方
」

〇
包
丁
の
使
い
方

・
「
青
菜
の
お
ひ
た
し
」

〇
洗
う

・
「
ゆ
で
い
も
」

〇
切
る

・
「
ゆ
で
野
菜
サ
ラ
ダ
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
冷
ま
す

・
「
さ
い
ほ
う
用
具
」

〇
さ
い
ほ
う
用
具
箱
の
整
理
・
整
と
ん

〇
針
の
あ
つ
か
い
方

〇
は
さ
み
の
わ
た
し
方

・
「
買
い
方
の
手
順
」

〇
情
報
を
集
め
る
，
整
理
す
る

・
「
ご
飯
」

〇
盛
り
つ
け
る
・
試
食
す
る

・
「
み
そ
汁
」

〇
洗
う
・
切
る

〇
か
た
づ
け
る

・
「
そ
う
じ
の
手
順
」

〇
そ
う
じ
を
す
る

・
「
地
域
の
ご
み
の
出
し
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
ミ
シ
ン
の
使
い
方
」

〇
準
備
す
る

・
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
持
ち
方
の
注
意
点
」

d
安

全
・
衛

生
に
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す

る
事

項
g

各
教
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等

と
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つ
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や
、

発
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ｅ
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り

よ
く
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を
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え
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、
説
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f
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「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
開

隆
堂

　
】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

　
）

d
　

安
全

・
衛

生
に

関
す

る
事

項
ｅ
  

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f　
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題
g　

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」

○
身
じ
た
く

○
地
震
や
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は

○
こ
こ
ろ
が
け
て
お
こ
う

○
調
理

○
製
作

○
家
族
で
も
話
し
合
っ
て

・
「
手
洗
い
の
仕
方
」

・
「
コ
ン
ロ
を
安
全
に
使
う
に
は
」

・
「
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
と
き
」

・
「
湯
を
わ
か
す
に
は
」

・
「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
」

○
点
火
前

○
点
火
後

○
消
火
後

・
「
包
丁
の
持
ち
方
」

○
姿
勢

○
持
ち
方

○
材
料
の
お
さ
え
方

・
「
包
丁
の
取
り
あ
つ
か
い
方
」

・
「
包
丁
と
ま
な
板
の
置
き
方
」

・
「
ま
な
板
の
取
り
あ
つ
か
い
方
」

・
「
じ
ゃ
が
い
も
は
太
陽
（
日
光
）
が
苦

手
」

・
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
」

・
「
後
か
た
づ
け
を
し
よ
う
」

○
包
丁

○
ま
な
板

○
ふ
き
ん
・
台
ふ
き

○
調
理
器
具
・
食
器

○
流
し
・
こ
ん
ろ
・
調
理
台

○
ガ
ス
こ
ん
ろ

○
ご
み

・
「
は
さ
み
の
わ
た
し
方
」

・
「
針
を
使
う
と
き
の
注
意
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

○
運
ぶ
と
き

○
電
源

○
ぬ
う
と
き

・
「
ア
イ
ロ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

○
使
う
前

○
使
う
と
き

○
使
っ
た
あ
と

・
「
ご
飯
」

○
た
く

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

○
自
分
の
持
ち
物

○
学
校
や
教
室

・
「
物
の
使
い
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
ま
と
め
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
実
行
し
、
続
け
よ
う
」

・
「
ミ
シ
ン
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
日
常
の
食
事
に
生
か
そ
う
」

・
「
買
い
物
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
衣
服
の
着
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
野
外
活
動
に
合
う
着
方
を
考
え
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
快
適
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
で
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う
」

・
「
レ
ッ
ツ
　
ト
ラ
イ
生
活
の
課
題
と
実
践
」

○
わ
た
し
の
仕
事
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
イ
～
家
族
の
た
め
に
～

○
○
○
小
学
校
の
生
活
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
～
学
校
の
た
め
の
ソ
ー
イ
ン

グ
～

○
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
日
ご
ろ
の
お
礼
を
伝
え
よ
う

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
朝
食
に
生
か
そ
う
」

・
「
身
の
回
り
を
快
適
に
し
よ
う
」

・
「
エ
コ
生
活
で
す
ず
し
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
快
適
な
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
作
っ
た
ふ
く
ろ
で
生
活
を
豊
か
に
」

・
「
食
事
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
や
っ
て
み
よ
う
・
ふ
り
返
ろ
う
」

・
「
環
境
の
こ
と
を
考
え
た
生
活
を
続
け
よ
う
」

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

と
い

っ
し

ょ
に

昼
食

を
作

っ
て

み
よ

う
○

自
分

や
家

族
の

弁
当

包
み

を
作

っ
て

み
よ

う
○

家
族

み
ん

な
で

使
う

場
所

を
整

理
・
整

と
ん

し
て

み
よ

う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

や
自

分
の

も
の

を
作

ろ
う

○
各

地
に

伝
わ

る
み

そ
や

み
そ

料
理

を
調

べ
よ

う

・
「
快

適
さ

ア
ッ

プ
を

工
夫

し
よ

う
」

○
や

っ
て

み
よ

う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

世
界

や
地

域
の

ほ
っ

と
タ

イ
ム

を
取

材
し

て
み

よ
う

○
地

域
の

お
や

つ

・
「
レ

ッ
ツ

ト
ラ

イ
生

活
の

課
題

と
実

践
」

○
わ

た
し

の
仕

事
ス

ペ
シ

ャ
ル

デ
イ

○
お

世
話

に
な

っ
た

方
々

に
日

ご
ろ

の
お

礼
を

伝
え

よ
う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

の
た

め
に

弁
当

を
作

ろ
う

○
家

族
で

使
う

と
こ

ろ
を

快
適

に
し

よ
う

○
快

適
に

着
用

し
よ

う

・
「
食

事
の

仕
方

を
工

夫
し

よ
う

」
○

や
っ

て
み

よ
う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

て
ぬ

ぐ
い

の
使

い
方

を
調

べ
,活

用
し

て
み

よ
う

○
家

庭
の

味
や

地
域

の
伝

統
を

受
け

つ
い

だ
雑

煮
を

調
べ

て
み

よ
う

○
お

せ
ち

料
理

の
い

わ
れ

を
調

べ
て

み
よ

う

・
「
や

っ
て

み
よ

う
『
地

域
の

関
わ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
』
」

・
「
ひ
か
る
さ
ん
と
家
族
の
１
日
の
生
活
」

・
「
生
活
を
支
え
る
家
庭
の
仕
事
」

・
「
ど
の
よ
う
に
加
熱
す
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
ふ
っ
と
う
の
よ
う
す
」

・
「
計
量
の
仕
方
」

・
「
包
丁
の
持
ち
方
」

・
「
生
ご
み
の
し
ま
つ
」

・
「
野
菜
や
い
も
の
種
類
と
ゆ
で
方
・
見
分
け
方
」

・
「
防
災
」
　
針
と
糸

・
「
な
ぜ
整
理
・
整
と
ん
す
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

・
「
物
の
使
い
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
物
を
生
か
し
て
使
う
工
夫
」

・
「
ご
飯
、
し
る
物
、
は
し
の
置
き
方
」

・
「
稲
と
米
」

・
「
移
り
変
わ
る
ご
飯
の
た
き
方
」

・
「
体
積
（
か
さ
）
を
は
か
る
計
量
カ
ッ
プ
」

・
「
食
べ
た
物
は
体
の
中
で
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
五
大
栄
養
素
の
体
内
で
の
働
き
」

・
「
３
つ
の
食
品
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
働
き
」

・
「
み
そ
し
る
の
実
の
組
み
合
わ
せ
の
例
」

・
「
何
を
大
切
に
し
て
買
い
物
を
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」

・
「
買
い
物
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
布
と
の
重
な
り
と
保
温
を
比
べ
て
み
よ
う
」

・
「
重
ね
着
を
す
る
と
暖
か
い
の
は
な
ぜ
？
」

・
「
衣
服
の
働
き
を
知
ろ
う
」

・
「
学
校
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
の
温
度
や
湿
度
、
明
る
さ
を
調
べ
て
み
よ

う
」

・
「
冬
の
太
陽
の
位
置
」

・
「
明
る
さ
を
調
節
し
よ
う
」

・
「
暖
房
器
具
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
最
も
効
果
的
な
換
気
」
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・
「
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
を
考
え
よ
う
」

・
「
朝
食
に
生
か
そ
う
」

・
「
最
低
気
温
が
2
5
度
以
上
の
日
」

・
「
夏
の
太
陽
の
位
置
」

・
「
す
ず
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
音
を
聞
こ
う
」

・
「
植
物
を
利
用
し
て
熱
を
さ
え
ぎ
る
」

・
「
洗
た
く
液
を
作
っ
て
洗
う
場
合
」

・
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
確
か
め
よ
う
」

・
「
食
品
の
選
び
方
・
保
存
の
仕
方
」

・
「
目
玉
焼
き
」

・
「
ラ
タ
ト
ゥ
ユ
」

・
「
食
事
の
マ
ナ
ー
」

・
「
小
学
校
家
庭
科
と
、
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
『
家
庭
分
野
』
の
学
習
の

つ
な
が
り
」

・
「
み
そ
し
る
」

○
実
を
準
備
す
る

・
「
商
品
に
つ
い
て
い
る
表
示
や

マ
ー

ク
」

・
「
い
ろ
い
ろ
な
お
に
ぎ
り
の
工

夫
」

手
洗

い

・
「
暖
房
器
具
の
安
全
な
使
い
方

」

・
「
フ
ラ
イ
パ
ン
の
使
い
方
」

・
「
住
宅
用
洗
剤
の
使
い
方
」

・
「
ふ
く
ろ
の
製
作
」

d
　

安
全

・
衛

生
に

関
す

る
事

項
ｅ
  

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f　
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題
g　

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容
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別
紙
２
－
２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発
行
者
　
開
隆
堂
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

発
行

者
　

開
隆

堂
　

】
　

（
　

小
学

校
　

家
庭

　
）

d
安

全
・
衛

生
に

関
す

る
事

項
ｅ

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
工

夫
を

考
え

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

活
動

f　
家

庭
や

地
域

等
に

お
け

る
実

践
化

を
促

す
課

題
g　

各
教

科
等

と
の

つ
な

が
り

や
、

発
展

的
な

内
容

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」

○
身
じ
た
く

○
地
震
や
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は

○
こ
こ
ろ
が
け
て
お
こ
う

○
調
理

○
製
作

○
家
族
で
も
話
し
合
っ
て

・
「
手
洗
い
の
仕
方
」

・
「
コ
ン
ロ
を
安
全
に
使
う
に
は
」

・
「
ガ
ス
も
れ
に
気
づ
い
た
と
き
」

・
「
湯
を
わ
か
す
に
は
」

・
「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
」

○
点
火
前

○
点
火
後

○
消
火
後

・
「
包
丁
の
持
ち
方
」

○
姿
勢

○
持
ち
方

○
材
料
の
お
さ
え
方

・
「
包
丁
の
取
り
あ
つ
か
い
方
」

・
「
包
丁
と
ま
な
板
の
置
き
方
」

・
「
ま
な
板
の
取
り
あ
つ
か
い
方
」

・
「
じ
ゃ
が
い
も
は
太
陽
（
日
光
）
が
苦

手
」

・
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
」

・
「
後
か
た
づ
け
を
し
よ
う
」

○
包
丁

○
ま
な
板

○
ふ
き
ん
・
台
ふ
き

○
調
理
器
具
・
食
器

○
流
し
・
こ
ん
ろ
・
調
理
台

○
ガ
ス
こ
ん
ろ

○
ご
み

・
「
は
さ
み
の
わ
た
し
方
」

・
「
針
を
使
う
と
き
の
注
意
」

・
「
ミ
シ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

○
運
ぶ
と
き

○
電
源

○
ぬ
う
と
き

・
「
ア
イ
ロ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

○
使
う
前

○
使
う
と
き

○
使
っ
た
あ
と

・
「
ご
飯
」

○
た
く

・
「
工
夫
し
て
お
い
し
い
料
理
に
し
よ
う
」

・
「
手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

○
自
分
の
持
ち
物

○
学
校
や
教
室

・
「
物
の
使
い
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
ま
と
め
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
実
行
し
、
続
け
よ
う
」

・
「
ミ
シ
ン
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ
う
」

・
「
日
常
の
食
事
に
生
か
そ
う
」

・
「
買
い
物
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
衣
服
の
着
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
野
外
活
動
に
合
う
着
方
を
考
え
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
快
適
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
団
ら
ん
で
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う
」

・
「
レ
ッ
ツ
　
ト
ラ
イ
生
活
の
課
題
と
実
践
」

○
わ
た
し
の
仕
事
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
イ
～
家
族
の
た
め
に
～

○
○
○
小
学
校
の
生
活
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
～
学
校
の
た
め
の
ソ
ー
イ
ン

グ
～

○
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
日
ご
ろ
の
お
礼
を
伝
え
よ
う

・
「
生
活
時
間
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
朝
食
に
生
か
そ
う
」

・
「
身
の
回
り
を
快
適
に
し
よ
う
」

・
「
エ
コ
生
活
で
す
ず
し
さ
ア
ッ
プ
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
快
適
な
生
活
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
作
っ
た
ふ
く
ろ
で
生
活
を
豊
か
に
」

・
「
食
事
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

○
や
っ
て
み
よ
う

○
生
活
に
生
か
そ
う

・
「
や
っ
て
み
よ
う
・
ふ
り
返
ろ
う
」

・
「
環
境
の
こ
と
を
考
え
た
生
活
を
続
け
よ
う
」

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

と
い

っ
し

ょ
に

昼
食

を
作

っ
て

み
よ

う
○

自
分

や
家

族
の

弁
当

包
み

を
作

っ
て

み
よ

う
○

家
族

み
ん

な
で

使
う

場
所

を
整

理
・
整

と
ん

し
て

み
よ

う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

や
自

分
の

も
の

を
作

ろ
う

○
各

地
に

伝
わ

る
み

そ
や

み
そ

料
理

を
調

べ
よ

う

・
「
快

適
さ

ア
ッ

プ
を

工
夫

し
よ

う
」

○
や

っ
て

み
よ

う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

世
界

や
地

域
の

ほ
っ

と
タ

イ
ム

を
取

材
し

て
み

よ
う

○
地

域
の

お
や

つ

・
「
レ

ッ
ツ

ト
ラ

イ
生

活
の

課
題

と
実

践
」

○
わ

た
し

の
仕

事
ス

ペ
シ

ャ
ル

デ
イ

○
お

世
話

に
な

っ
た

方
々

に
日

ご
ろ

の
お

礼
を

伝
え

よ
う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

家
族

の
た

め
に

弁
当

を
作

ろ
う

○
家

族
で

使
う

と
こ

ろ
を

快
適

に
し

よ
う

○
快

適
に

着
用

し
よ

う

・
「
食

事
の

仕
方

を
工

夫
し

よ
う

」
○

や
っ

て
み

よ
う

・
「
家

庭
で

実
践

し
よ

う
チ

ャ
レ

ン
ジ

コ
ー

ナ
ー

」
○

て
ぬ

ぐ
い

の
使

い
方

を
調

べ
,活

用
し

て
み

よ
う

○
家

庭
の

味
や

地
域

の
伝

統
を

受
け

つ
い

だ
雑

煮
を

調
べ

て
み

よ
う

○
お

せ
ち

料
理

の
い

わ
れ

を
調

べ
て

み
よ

う

・
「
や

っ
て

み
よ

う
『
地

域
の

関
わ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
』
」

・
「
ひ
か
る
さ
ん
と
家
族
の
１
日
の
生
活
」

・
「
生
活
を
支
え
る
家
庭
の
仕
事
」

・
「
ど
の
よ
う
に
加
熱
す
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
ふ
っ
と
う
の
よ
う
す
」

・
「
計
量
の
仕
方
」

・
「
包
丁
の
持
ち
方
」

・
「
生
ご
み
の
し
ま
つ
」

・
「
野
菜
や
い
も
の
種
類
と
ゆ
で
方
・
見
分
け
方
」

・
「
防
災
」
　
針
と
糸

・
「
な
ぜ
整
理
・
整
と
ん
す
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
ど
の
よ
う
な
整
理
・
整
と
ん
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

・
「
物
の
使
い
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
物
を
生
か
し
て
使
う
工
夫
」

・
「
ご
飯
、
し
る
物
、
は
し
の
置
き
方
」

・
「
稲
と
米
」

・
「
移
り
変
わ
る
ご
飯
の
た
き
方
」

・
「
体
積
（
か
さ
）
を
は
か
る
計
量
カ
ッ
プ
」

・
「
食
べ
た
物
は
体
の
中
で
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
五
大
栄
養
素
の
体
内
で
の
働
き
」

・
「
３
つ
の
食
品
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
働
き
」

・
「
み
そ
し
る
の
実
の
組
み
合
わ
せ
の
例
」

・
「
何
を
大
切
に
し
て
買
い
物
を
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」

・
「
買
い
物
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う
」

・
「
布
と
の
重
な
り
と
保
温
を
比
べ
て
み
よ
う
」

・
「
重
ね
着
を
す
る
と
暖
か
い
の
は
な
ぜ
？
」

・
「
衣
服
の
働
き
を
知
ろ
う
」

・
「
学
校
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
の
温
度
や
湿
度
、
明
る
さ
を
調
べ
て
み
よ

う
」

・
「
冬
の
太
陽
の
位
置
」

・
「
明
る
さ
を
調
節
し
よ
う
」

・
「
暖
房
器
具
の
安
全
な
使
い
方
」

・
「
最
も
効
果
的
な
換
気
」
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「
別

紙
２

－
３

」
　

　
【

性
差

と
家

族
に

つ
い

て
の

扱
い

　
発

行
者

　
】

　
（

　
小

学
校

　
家

庭
　

）

学
年

家
族
に
関
す
る
記
述
の
概
要

東
書

第
５
．
６
学
年

性
差
に
つ
い
て
の
記
述
の
概
要

特
に
な
し

・
「
私
の
生
活
、
大
発
見
！
」

○
自
分
と
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
６
＞

○
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
家
族
は
、
協
力
し
て
家
庭
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
な
？
【
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
７
＞

○
私
た
ち
は
家
族
で
協
力
し
て
食
事
を
作
っ
た
り
、
衣
服
を
整
え
た
り
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
か
た
づ
け
を
し
た
り
し
て
、
家
庭
が
快
適
で
気
持
ち
の
よ
い
場
所
で
あ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
P
７
＞

○
家
庭
の
中
で
は
，
年
齢
や
立
場
の
違
う
家
族
が
，
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
協
力
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
生
活
の
中
で
自
立
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
家
族
と
協
力
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
家

族
が
協
力
す
る
方
法
は
，
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
行
う
，
分
担
し
て
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
仕
事
に
応
じ
て
，
ま
た
、
家
族
の
生
活
に
合
わ
せ
て
よ
い
方
法
を
考
え
，
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
こ
れ
か
ら
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
，
家
族
の
一
員
と
し

て
，
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
１
３
＞

・
「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
へ
　
物
や
お
金
の
使
い
方
」

○
生
活
の
た
め
に
使
う
お
金
は
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
7
＞

・
「
身
の
周
り
や
生
活
の
場
を
見
つ
め
よ
う
」

○
家
は
、
私
た
ち
が
食
事
を
し
た
り
、
す
い
み
ん
を
と
っ
た
り
、
家
族
と
過
ご
し
た
り
す
る
た
め
の
大
切
な
場
所
で
す
。
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
1
＞

○
そ
し
て
自
分
や
家
族
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
気
持
ち
よ
い
住
ま
い
方
や
、
環
境
や
資
源
に
配
慮
し
た
住
ま
い
方
を
考
え
、
楽
し
く
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
7
＞

・
「
気
持
ち
が
つ
な
が
る
家
族
の
時
間
」

○
自
分
と
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
【
リ
ー
ド
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
ま
た
、
１
日
の
出
来
事
や
学
校
の
こ
と
を
話
し
て
、
ほ
っ
と
す
る
団
ら
ん
で
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間
を
過
ご
す
と
、
お
た
が
い
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
、
家
族
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
ま
す
。
団
ら
ん
を
も
つ
計
画
を
立
て
て
、
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
家
族
や
親
し
い
人
々
が
集
ま
る
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
は
、
お
た
が
い
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
家
族
の
仕
事
を
協
力
す
る
方
法
を
考
え
た
り
す
る
場
と
し
て
も
大
切
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
9
＞

○
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
、
団
ら
ん
の
持
ち
方
や
家
族
と
の
関
わ
り
方
が
あ
り
ま
す
。
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
、
取
り
入
れ
る
と
よ
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
日
々
の
生
活
で
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
6
0
＞

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

○
次
は
家
族
の
様
子
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
人
も
い
ま
す
が
、
少
な
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
し
ご
と
が
や
習
い
事
な
ど
で
決
ま
っ
た
時
間
を
守
り
に
く
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活
時
間
は
一
人
一
人
ち
が
い
、
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
い
そ
が
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
生
活
時
間
を
工
夫
し
て
、
家
族
の
時
間
を
作
っ
た
り
、
ふ
れ
合
う
時
間
を
持
っ
た
り
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
っ
と
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
6
＞

○
子
供
の
家
事
分
担
（
子
供
の
家
族
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
　
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
の
グ
ラ
フ
の
掲
載
）
【
資
料
】
＜
Ｐ
7
7
＞

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
こ
こ
ま
で
の
学
習
で
，
私
た
ち
が
豊
か
な
家
庭
生
活
を
送
る
た
め
に
は
家
族
の
協
力
が
大
切
だ
と
う
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
家
庭
生
活
は
，
家
族
だ
け
で
な
く
，
行
事
や
祭
り
，
避
難
訓
練
な
ど
，
地
域
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
快
適
で
安
全
な
生
活
を
す
る
た
め
に
，
家
族
の
協
力
と
同
じ
よ
う
に
，
地
域
の
人
々
と
進
ん
で
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
1
2
2
＞

開
隆
堂

第
５
．
６
学
年

特
に
な
し

・
「
家
族
の
生
活
再
発
見
」

○
わ
た
し
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
族
や
身
近
な
親
し
い
人
を
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
場
所
の
こ
と
を
「
家
庭
」
と
い
い
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
庭
に
は
、
家
族
が
健
康
で
気
持
ち
よ
く
、
安
全
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
９
＞

・
「
で
き
る
よ
、
家
庭
の
仕
事
」

○
家
庭
で
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
家
族
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
学
習
ノ
ー
ト
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
記
録
な
ど
か
ら
ふ
り
返
っ
て
、
何
が
で
き
る
か
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
の
一
員
と
し
て
、
協
力
し
て
仕
事
を
し
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
庭
の
仕
事
が
だ
れ
か
に
集
中
す
る
と
、
そ
の
人
の
家
庭
の
仕
事
以
外
に
使
え
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
庭
の
仕
事
の
分
担
は
家
族
の
時
間
を
分
け
合
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
る
と
、
わ
が
家
な
り
の
仕
事
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
6
＞

・
「
生
活
を
支
え
る
お
金
と
物
」

○
生
活
で
使
う
お
金
は
、
多
く
の
場
合
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
家
庭
で
は
、
安
心
し
て
家
族
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
お
金
を
使
い
、
収
入
と
支
出
が
つ
り
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

・
「
い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」

○
ふ
れ
合
い
や
団
ら
ん
の
場
を
も
つ
と
、
家
族
や
周
囲
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
り
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
て
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
か
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
3
＞

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

○
中
国
の
上
海
で
は
、
お
茶
や
お
菓
子
を
用
意
し
て
団
ら
ん
す
る
、
と
い
う
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夕
食
は
家
族
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
【
イ
ラ
ス
ト
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
7
5
＞

・
「
生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

○
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
し
た
り
、
自
分
に
で
き
る
家
庭
の
仕
事
を
分
担
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
8
1
＞

・
「
こ
ん
だ
て
を
工
夫
し
て
」

○
家
族
や
身
近
な
人
と
い
っ
し
ょ
に
調
理
を
す
る
と
、
調
理
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
り
、
考
え
を
伝
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
1
1
8
＞

・
「
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活
」

○
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
家
族
や
も
の
と
の
関
わ
り
を
「
家
庭
生
活
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
地
域
」
と
は
家
庭
生
活
の
周
り
に
あ
る
家
族
以
外
の
人
や
も
の
、
施
設
の
こ
と
で
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
1
2
1
＞
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「
別

紙
２

－
３

」
　

　
【

性
差

と
家

族
に

つ
い

て
の

扱
い

　
発

行
者

　
】

　
（

　
小

学
校

　
家

庭
　

）

学
年

家
族
に
関
す
る
記
述
の
概
要

東
書

第
５
．
６
学
年

性
差
に
つ
い
て
の
記
述
の
概
要

特
に
な
し

・
「
私
の
生
活
、
大
発
見
！
」

○
自
分
と
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
６
＞

○
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
家
族
は
、
協
力
し
て
家
庭
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
な
？
【
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
７
＞

○
私
た
ち
は
家
族
で
協
力
し
て
食
事
を
作
っ
た
り
、
衣
服
を
整
え
た
り
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
か
た
づ
け
を
し
た
り
し
て
、
家
庭
が
快
適
で
気
持
ち
の
よ
い
場
所
で
あ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
P
７
＞

○
家
庭
の
中
で
は
，
年
齢
や
立
場
の
違
う
家
族
が
，
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
協
力
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
生
活
の
中
で
自
立
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
家
族
と
協
力
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
家

族
が
協
力
す
る
方
法
は
，
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
行
う
，
分
担
し
て
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
仕
事
に
応
じ
て
，
ま
た
、
家
族
の
生
活
に
合
わ
せ
て
よ
い
方
法
を
考
え
，
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
こ
れ
か
ら
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
，
家
族
の
一
員
と
し

て
，
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
１
３
＞

・
「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
へ
　
物
や
お
金
の
使
い
方
」

○
生
活
の
た
め
に
使
う
お
金
は
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
7
＞

・
「
身
の
周
り
や
生
活
の
場
を
見
つ
め
よ
う
」

○
家
は
、
私
た
ち
が
食
事
を
し
た
り
、
す
い
み
ん
を
と
っ
た
り
、
家
族
と
過
ご
し
た
り
す
る
た
め
の
大
切
な
場
所
で
す
。
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
1
＞

○
そ
し
て
自
分
や
家
族
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
気
持
ち
よ
い
住
ま
い
方
や
、
環
境
や
資
源
に
配
慮
し
た
住
ま
い
方
を
考
え
、
楽
し
く
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
7
＞

・
「
気
持
ち
が
つ
な
が
る
家
族
の
時
間
」

○
自
分
と
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
【
リ
ー
ド
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
ま
た
、
１
日
の
出
来
事
や
学
校
の
こ
と
を
話
し
て
、
ほ
っ
と
す
る
団
ら
ん
で
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間
を
過
ご
す
と
、
お
た
が
い
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
、
家
族
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
ま
す
。
団
ら
ん
を
も
つ
計
画
を
立
て
て
、
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
家
族
や
親
し
い
人
々
が
集
ま
る
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
は
、
お
た
が
い
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
家
族
の
仕
事
を
協
力
す
る
方
法
を
考
え
た
り
す
る
場
と
し
て
も
大
切
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
9
＞

○
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
、
団
ら
ん
の
持
ち
方
や
家
族
と
の
関
わ
り
方
が
あ
り
ま
す
。
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
、
取
り
入
れ
る
と
よ
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
日
々
の
生
活
で
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
6
0
＞

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
　
生
活
時
間
」

○
次
は
家
族
の
様
子
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
人
も
い
ま
す
が
、
少
な
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
し
ご
と
が
や
習
い
事
な
ど
で
決
ま
っ
た
時
間
を
守
り
に
く
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活
時
間
は
一
人
一
人
ち
が
い
、
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
い
そ
が
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
生
活
時
間
を
工
夫
し
て
、
家
族
の
時
間
を
作
っ
た
り
、
ふ
れ
合
う
時
間
を
持
っ
た
り
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
っ
と
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
6
＞

○
子
供
の
家
事
分
担
（
子
供
の
家
族
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
　
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
の
グ
ラ
フ
の
掲
載
）
【
資
料
】
＜
Ｐ
7
7
＞

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
こ
こ
ま
で
の
学
習
で
，
私
た
ち
が
豊
か
な
家
庭
生
活
を
送
る
た
め
に
は
家
族
の
協
力
が
大
切
だ
と
う
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
家
庭
生
活
は
，
家
族
だ
け
で
な
く
，
行
事
や
祭
り
，
避
難
訓
練
な
ど
，
地
域
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
快
適
で
安
全
な
生
活
を
す
る
た
め
に
，
家
族
の
協
力
と
同
じ
よ
う
に
，
地
域
の
人
々
と
進
ん
で
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
1
2
2
＞

開
隆
堂

第
５
．
６
学
年

特
に
な
し

・
「
家
族
の
生
活
再
発
見
」

○
わ
た
し
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
族
や
身
近
な
親
し
い
人
を
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
場
所
の
こ
と
を
「
家
庭
」
と
い
い
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
庭
に
は
、
家
族
が
健
康
で
気
持
ち
よ
く
、
安
全
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
９
＞

・
「
で
き
る
よ
、
家
庭
の
仕
事
」

○
家
庭
で
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
家
族
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
学
習
ノ
ー
ト
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
記
録
な
ど
か
ら
ふ
り
返
っ
て
、
何
が
で
き
る
か
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
の
一
員
と
し
て
、
協
力
し
て
仕
事
を
し
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
庭
の
仕
事
が
だ
れ
か
に
集
中
す
る
と
、
そ
の
人
の
家
庭
の
仕
事
以
外
に
使
え
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
庭
の
仕
事
の
分
担
は
家
族
の
時
間
を
分
け
合
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
る
と
、
わ
が
家
な
り
の
仕
事
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
6
＞

・
「
生
活
を
支
え
る
お
金
と
物
」

○
生
活
で
使
う
お
金
は
、
多
く
の
場
合
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
家
庭
で
は
、
安
心
し
て
家
族
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
お
金
を
使
い
、
収
入
と
支
出
が
つ
り
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

・
「
い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」

○
ふ
れ
合
い
や
団
ら
ん
の
場
を
も
つ
と
、
家
族
や
周
囲
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
り
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
て
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
か
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
3
＞

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

○
中
国
の
上
海
で
は
、
お
茶
や
お
菓
子
を
用
意
し
て
団
ら
ん
す
る
、
と
い
う
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夕
食
は
家
族
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
【
イ
ラ
ス
ト
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
7
5
＞

・
「
生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

○
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
し
た
り
、
自
分
に
で
き
る
家
庭
の
仕
事
を
分
担
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
8
1
＞

・
「
こ
ん
だ
て
を
工
夫
し
て
」

○
家
族
や
身
近
な
人
と
い
っ
し
ょ
に
調
理
を
す
る
と
、
調
理
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
り
、
考
え
を
伝
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
1
1
8
＞

・
「
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活
」

○
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
家
族
や
も
の
と
の
関
わ
り
を
「
家
庭
生
活
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
地
域
」
と
は
家
庭
生
活
の
周
り
に
あ
る
家
族
以
外
の
人
や
も
の
、
施
設
の
こ
と
で
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
1
2
1
＞

―252―

「
別
紙
3
」
　
【
（
2
）
構
成
上
の
工
夫
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

発
行
者

・
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
含
む
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
配
慮
し

て
い
る
。

・
見
や
す
く
読
み
や
す
い
よ
う
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
（
Ｕ

Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
を
採
用
し
て
い
る
。

・
材
料
の
切
り
方
の
大
き
さ
の
目
安

を
、
実
物
大
の
写
真
を
使
用
し
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。

・
右
利
き
、
左
利
き
に
つ
い
て
の
対

応
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ｄ
マ
ー
ク
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
扱
い

・
巻
頭

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

○
目
次
と
と
も
に
、
中
学
校
ま
で
の
流
れ
を
提
示
し
て
い
る
。
＜
Ｐ
１
,２
＞

○
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
＜
Ｐ
３
＞

・
巻
末

○
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
に
調
理
実
習
、
製
作
実
習
、
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
留
意
点
に
つ
い
て
を
掲

載
し
て
い
る
。
＜
Ｐ
1
4
3
,1
4
4
＞

・
関
連
す
る
箇
所
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
。

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
、
学
習
内
容
に
関
連
し
た
職
業
に
関
す
る
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
言
葉
」
に
つ
い
て
、
ペ
ー
ジ
下
部
に
特
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

・
環
境
、
伝
統
、
日
々
の
備
え
、
発
展
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
マ
ー
ク
を
用
い
て
提
示
し
て
い
る
。

・
い
く
つ
か
の
ペ
ー
ジ
に
、
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
英
単
語
の
記
載
が
あ
り
、
裏
に
日
本
語
表
記
を
し
て
い
る
。

開
隆
堂

・
巻
頭

○
「
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
つ
な
げ
よ
う
」
で
他
教
科
等
と
の
つ
な
が
り
を
提
示
し
て
い
る
。
＜
表
紙
裏
＞

○
「
は
じ
め
よ
う
！
家
庭
科
」
で
冊
子
の
全
体
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
＜
Ｐ
１
，
２
＞

○
「
家
庭
科
学
習
の
進
め
方
」
で
学
習
過
程
を
、
①
見
つ
け
る
・
気
づ
く
②
わ
か
る
・
で
き
る
③
生
か
す
・
深
め
る
の

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
基
本
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
＜

P
３
，
４
，
５
＞

・
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
向
け
て
、
生
活
の
見
方
・
考
え
方
の
視
点
が
も
て
る
よ
う
に
マ
ー
ク
を
表
記
し
て

い
る
。

・
他
教
科
等
と
の
関
連
や
中
学
校
の
学
習
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
、
導
入
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
、
課
題
を
つ
か
む
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
、
「
考
え
よ
う
」
「
調
べ
よ
う
」
「
話
し
合
お
う
」
「
ま
と
め
よ
う
」
な
ど
の
、
学
習
活
動
を
提
示
し
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
学
習
の
「
め
あ
て
」
、
「
ふ
り
返
ろ
う
」
、
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

・
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
実
践
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
製
作
例
や
調
理
例
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
視
点
か

ら
色
覚
の
個
人
差
を
問
わ
ず
、
児

童
が
見
や
す
く
な
る
よ
う
な
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。

・
特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら
内

容
が
読
み
取
り
や
す
く
な
る
よ
う
に

文
章
や
紙
面
の
配
置
な
ど
に
配
慮

し
て
い
る
。

・
実
物
大
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
右
利
き
、
左
利
き
に
つ
い
て
の
対

応
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、
動
画
等
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
を
使
用
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
「
で
き
た
か
な
」
コ
ー
ナ
に
お
い
て
、
技
能
に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

・
「
安
全
に
実
習
し
よ
う
」
で
、
調
理
、
製
作
、
災
害
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
提
示
し
て
い
る
。

＜
Ｐ

６
，

７
＞

・
安
全
面
に
お
い
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

・
巻
末

○
調
理
実
習
技
能
に
つ
い
て
、
野
菜
の
切
り
方
等
を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

○
製
作
実
習
技
能
に
つ
い
て
、
針
と
布
を
も
っ
て
縫
う
等
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

○
切
り
方
の
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
＜
裏
表
紙
＞

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
、
学
習
内
容
と
関
連
し
た
職
業
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
環
境
、
防
災
、
伝
統
文
化
、
発
展
、
参
考
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
マ
ー
ク
を
用
い
て
提
示
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
、
用
具
の
外
国
語
表
記
一
覧
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各
ペ
ー
ジ
の
横
に
、
日
本
語
と
外
国
語
を

表
記
し
て
い
る
。

・
生
活
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る
資
料
を
、
巻
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。
＜
Ｐ

1
2
8
,1
2
9
＞

・
「
ひ
と
口
メ
モ
」
が
各
ペ
ー
ジ
の
下
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ア
　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
工
夫

イ
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

　
　
視
点

エ
　
そ
の
他

東
書

・
巻
頭

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

○
学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
提
示
＜
Ｐ
４
,５
＞

・
題
材
ご
と
に
、
導
入
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
、
課
題
を
つ
か
む
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
「
１
見
つ
め
よ
う
」
、
「
２
計
画
し
よ
う
・
実
践
し
よ
う
」
→
「
３
生
活
に
生
か
そ
う
・
新
し
い
課
題
を
見
つ
け

よ
う
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
①
課
題
発
見
②
課
題
解
決
・
実
践
活
動
③
評
価
・
改
善
」
の
学
習
の
流
れ
を
提
示

・
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
向
け
て
、
生
活
の
見
方
・
考
え
方
の
視
点
が
も
て
る
よ
う
題
材
名
と
と
も
に
「
家

庭
科
の
窓
」
内
に
見
方
・
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。

・
他
教
科
等
と
の
関
連
や
中
学
校
の
学
習
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
、
「
話
し
合
お
う
」
「
や
っ
て
み
よ
う
」
「
調
べ
よ
う
」
な
ど
の
、
学
習
活
動
を
提
示
し
て
い
る
。

・
題
材
名
の
下
に
「
め
あ
て
」
を
記
載
し
て
い
る
。

・
「
ふ
り
返
ろ
う
」
が
ペ
ー
ジ
下
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
学
び
を
生
活
に
生
か
す
「
生
活
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
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「
別
紙
２
－
３
」
　
　
【
性
差
と
家
族

に
つ

い
て
の
扱
い
　
発
行
者
　
】
　
（
　
小
学
校
　
家
庭
　
）

学
年

家
族
に
関
す
る
記
述
の
概
要

東
書

第
５
．
６
学
年

性
差
に
つ
い
て
の
記
述
の
概
要

特
に
な
し

・
「
私
の
生
活
、
大
発
見
！
」

○
自
分
と
家
族
の
生
活
を
見
つ
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
６
＞

○
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
家
族
は
、
協
力
し
て
家
庭
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
な
？
【
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
７
＞

○
私
た
ち
は
家
族
で
協
力
し
て
食
事
を
作
っ
た
り
、
衣
服
を
整
え
た
り
、
家
の
中
の
そ
う
じ
や
か
た
づ
け
を
し
た
り
し
て
、
家
庭
が
快
適
で
気
持
ち
の
よ
い
場
所
で
あ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
P
７
＞

○
家
庭
の
中
で
は
，
年
齢
や
立
場
の
違
う
家
族
が
，
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
協
力
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
生
活
の
中
で
自
立
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
家
族
と
協
力
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
家

族
が
協
力
す
る
方
法
は
，
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
行
う
，
分
担
し
て
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
仕
事
に
応
じ
て
，
ま
た
、
家
族
の
生
活
に
合
わ
せ
て
よ
い
方
法
を
考
え
，
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
，
家
族
の
一
員
と
し

て
，
進
ん
で
家
庭
生
活
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
１
３
＞

・
「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
へ
　
物
や
お
金
の
使
い
方
」

○
生
活
の
た
め
に
使
う
お
金
は
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
7
＞

・
「
身
の
周
り
や
生
活
の
場
を
見
つ
め
よ
う
」

○
家
は
、
私
た
ち
が
食
事
を
し
た
り
、
す
い
み
ん
を
と
っ
た
り
、
家
族
と
過
ご
し
た
り
す
る
た
め
の
大
切
な
場
所
で
す
。
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
1
＞

○
そ
し
て
自
分
や
家
族
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
気
持
ち
よ
い
住
ま
い
方
や
、
環
境
や
資
源
に
配
慮
し
た
住
ま
い
方
を
考
え
、
楽
し
く
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
7
＞

・
「
気
持
ち
が
つ
な
が
る
家
族
の
時
間
」

○
自
分
と
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
【
リ
ー
ド
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
ま
た
、
１
日
の
出
来
事
や
学
校
の
こ
と
を
話
し
て
、
ほ
っ
と
す
る
団
ら
ん
で
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間
を
過
ご
す
と
、
お
た
が
い
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
、
家
族
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
ま
す
。
団
ら
ん
を
も
つ
計
画
を
立
て
て
、
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
時
間

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

○
家
族
や
親
し
い
人
々
が
集
ま
る
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
は
、
お
た
が
い
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
家
族
の
仕
事
を
協
力
す
る
方
法
を
考
え
た
り
す
る
場
と
し
て
も
大
切
で
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
9
＞

○
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
、
団
ら
ん
の
持
ち
方
や
家
族
と
の
関
わ
り
方
が
あ
り
ま
す
。
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
、
取
り
入
れ
る
と
よ
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
日
々
の
生
活
で
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
6
0
＞

・
「
見
つ
め
て
み
よ
う
生
活
時
間
」

○
次
は
家
族
の
様
子
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
人
も
い
ま
す
が
、
少
な
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
し
ご
と
が
や
習
い
事
な
ど
で
決
ま
っ
た
時
間
を
守
り
に
く
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活
時
間
は
一
人
一
人
ち
が
い
、
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
い
そ
が
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
生
活
時
間
を
工
夫
し
て
、
家
族
の
時
間
を
作
っ
た
り
、
ふ
れ
合
う
時
間
を
持
っ
た
り
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
っ
と
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
6
＞

○
子
供
の
家
事
分
担
（
子
供
の
家
族
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
　
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
の
グ
ラ
フ
の
掲
載
）
【
資
料
】
＜
Ｐ
7
7
＞

・
「
あ
な
た
は
家
庭
や
地
域
の
宝
物
」

〇
こ
こ
ま
で
の
学
習
で
，
私
た
ち
が
豊
か
な
家
庭
生
活
を
送
る
た
め
に
は
家
族
の
協
力
が
大
切
だ
と
う
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
家
庭
生
活
は
，
家
族
だ
け
で
な
く
，
行
事
や
祭
り
，
避
難
訓
練
な
ど
，
地
域
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
快
適
で
安
全
な
生
活
を
す
る
た
め
に
，
家
族
の
協
力
と
同
じ
よ
う
に
，
地
域
の
人
々
と
進
ん
で
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
P
1
2
2
＞

開
隆
堂

第
５
．
６
学
年

特
に
な
し

・
「
家
族
の
生
活
再
発
見
」

○
わ
た
し
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
族
や
身
近
な
親
し
い
人
を
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
場
所
の
こ
と
を
「
家
庭
」
と
い
い
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
８
＞

○
家
庭
に
は
、
家
族
が
健
康
で
気
持
ち
よ
く
、
安
全
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
９
＞

・
「
で
き
る
よ
、
家
庭
の
仕
事
」

○
家
庭
で
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
家
族
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
学
習
ノ
ー
ト
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
の
記
録
な
ど
か
ら
ふ
り
返
っ
て
、
何
が
で
き
る
か
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
の
一
員
と
し
て
、
協
力
し
て
仕
事
を
し
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
庭
の
仕
事
が
だ
れ
か
に
集
中
す
る
と
、
そ
の
人
の
家
庭
の
仕
事
以
外
に
使
え
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
庭
の
仕
事
の
分
担
は
家
族
の
時
間
を
分
け
合
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
3
5
＞

○
家
族
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
る
と
、
わ
が
家
な
り
の
仕
事
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
3
6
＞

・
「
生
活
を
支
え
る
お
金
と
物
」

○
生
活
で
使
う
お
金
は
、
多
く
の
場
合
、
家
族
が
働
い
て
得
た
収
入
で
す
。
家
庭
で
は
、
安
心
し
て
家
族
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
お
金
を
使
い
、
収
入
と
支
出
が
つ
り
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
5
8
＞

・
「
い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」

○
ふ
れ
合
い
や
団
ら
ん
の
場
を
も
つ
と
、
家
族
や
周
囲
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
り
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
て
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
か
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
7
3
＞

・
「
家
庭
で
実
践
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

○
中
国
の
上
海
で
は
、
お
茶
や
お
菓
子
を
用
意
し
て
団
ら
ん
す
る
、
と
い
う
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夕
食
は
家
族
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
【
イ
ラ
ス
ト
吹
き
出
し
】
＜
Ｐ
7
5
＞

・
「
生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

○
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
し
た
り
、
自
分
に
で
き
る
家
庭
の
仕
事
を
分
担
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
8
1
＞

・
「
こ
ん
だ
て
を
工
夫
し
て
」

○
家
族
や
身
近
な
人
と
い
っ
し
ょ
に
調
理
を
す
る
と
、
調
理
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
り
、
考
え
を
伝
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
本
文
】
＜
Ｐ
1
1
8
＞

・
「
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活
」

○
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
家
族
や
も
の
と
の
関
わ
り
を
「
家
庭
生
活
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
地
域
」
と
は
家
庭
生
活
の
周
り
に
あ
る
家
族
以
外
の
人
や
も
の
、
施
設
の
こ
と
で
す
。
【
ひ
と
口
メ
モ
】
＜
Ｐ
1
2
1
＞
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